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《 巻 頭 言 》

　　　１０１年目のアプローチ

   　　　                                             校　長　瀧　澤　徳　彦

　「歴史と伝統」―この意義を今年度ほど強く感じたことはなかったのではないだろうか。「教

育は国家１００年の大計である」という、その１００年の偉大なる歩みの上に、刻まれる

１０１年目は、次の１００年を見据えた一歩になるという点で、非常に重要なスタート地点で

ある。また、Ｗｉｔｈコロナの中で学校と生徒、教員と生徒の距離感についても全く異なる価

値観を突きつけられている。その視点に立ち「アプローチ」という言葉に思いを馳せてみた。

　アプローチとは、大義として「接近」という意味があるのは周知のとおりである。

アプローチ【approach】
　⑴　接近すること。働きかけること。「希望する会社に──する」
　⑵　学問・研究で、対象への接近のしかた。研究法。「自然科学的──」
　⑶　門から玄関までの間。また、その通路。
　⑷　陸上競技・スキーで、ジャンプの助走区間。また、ボウリングで投球の助走路。
　⑸　ゴルフで、グリーン上のホールに向けて打つ打ち方。寄せ。アプローチ･ショット。
（『広辞苑第六版』P.76より引用）

　しかし、詳しく見ていくと、「秋商」の様々な教育活動に活かせる概念であることが分かる。

( 例文１)　就職活動においては、早く企業にアプローチすることが肝要だ。

( 例文２)　医療体制の再構築と経済活動の進展の両立には２つのアプローチ方法がある。

( 例文４)　ハードル間の距離が短いため、アプローチの間にどれだけ加速できるかが大切だ。

　「アプローチ」の「接近」や「着手する」という意味を教育活動に当てはめてみると、生徒

の気持ちに寄り添いつつ、今、一見うまくできている活動こそ、より高みを目指して進化させ

るための改革に取り組み始めるべき、という意義が見えてくる。また、スポーツで使われる場

合には「助走区間」を意味することが分かる。そして、この「助走」という考え方は、スポー

ツのみならず、全ての教育活動が成果をあげるために通ずるキーワードである。

　日々の研修や研究が、次の「１００年の大計」への「アプローチ」であることを切望している。
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１　期日　令和３年１１月１５日（月）

２　訪問指導主事
　　　秋田市教育委員会学校教育課主席主査指導主事（家庭）　　　　　　　庄　内　智　矢　先生
　　　秋田市教育委員会学校教育課主査指導主事（音楽）　　　　　　　　　石　田　陽　子　先生
　　　秋田県総合教育センター主任指導主事（音楽）　　　　　　　　　　　阿　部　智　博　先生
　　　秋田県総合教育センター指導主事（家庭）　　　　　　　　　　　　　部　谷　靖　子　先生

３　研修テーマ　
　　生徒の思考力を深める授業展開～生徒の「問い」を引き出し、学習意欲を喚起する～

４　日程

時　　間 校
時 日　　　程 授　　業

｠9：10～｠9：55(45) １ 月曜１校時授業

10：05～10：50(45) ２ 10:30頃指導主事来校
10:35～10:50学校経営の説明〈校長室〉

月曜２校時授業

11：00～11：50(50) ３ 一般授業 月曜６校時授業

11：50～ 指導主事〈校長室〉 ※1D,3B以外の生徒
下校

※当日の部活動なし

12：05～12：55(50)

４　

特
定
授
業

科目名：家庭基礎
内　容：高齢者の尊厳と介護についての理解
授業者：佐々木ひな子
生　徒：１年Ｄ組３９名〈語学室〉

※全教員がどちらか
の授業の前半か後
半を見学します。

※各教科主任は50分
間参観します。

※３Ｂ書道の授業は
実施します。

科目名：音楽Ⅰ
内　容：ジャズ音楽の魅力を探ろう
授業者：鈴木昌之
生　徒：３年Ｂ組１７名〈音楽室〉

12：55～13：40(45) 昼食

13：40～14：20(40)

研
究
協
議
会

○家庭科〈語学室〉
　協議題：「社会に開かれた教育課程」
          の実現に向けた取組について

※全教員が、見学し
た教科の研究協議
会に参加します。

○芸術科〈会議室〉
　協議題：生徒が感じ取ったものについて、

自らの思いや意図を言語を通して
適切に表現させるために、指導者
の助力はどうあるべきか

14：30～15：10(40) 全
体
会

〈会議室〉
①総評　秋田市教育委員会学校教育課主席主査　庄内　智矢　先生
②校長より

令和３年度　指導主事訪問



－ 4－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　　　時　令和３年１１月１５日（月）４校時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　　　所　語学室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授　業　者　佐々木　ひな子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用教科書　家庭基礎 自立･共生･創造（東京書籍）

１　単　元　名　第３章  高齢社会を生きる　 ② 高齢者の心身の特徴

２　目　　　標　高齢者の心身の特徴や生活、福祉について理解させ、高齢者を支えるための家族、
地域、社会の役割について考えさせる。

３　単元と生徒
　⑴　単元観
　　　本単元の内容は現行の学習指導要領において「高齢期の特徴と生活及び高齢社会の現状と課題
について理解させ、高齢者の自立生活を支えるために家族や地域及び社会の果たす役割について
認識させる。」と定められている。新学習指導要領ではこの部分が「ア高齢期の心身の特徴、高
齢者を取り巻く社会環境、高齢者の尊厳と自立生活の支援や介護について理解するとともに、生
活支援に関する基礎的な技能を身に付けること。イ高齢者の自立生活を支えるために、家族や地
域及び社会の果たす役割の重要性について考察すること。」と変更された。さらに、「内容の取り
扱い」においては、「認知症」や「自助、共助及び公助の重要性」を扱うことが追加された。

　　　このことをふまえ、本授業では認知症についての理解とその対応について取り上げることとした。
　⑵　生徒観
　　　男子１６名、女子２３名の計３９名。活発に意見を表明できる生徒が多い。集中力が続かない
生徒や集団での活動に不安を抱える生徒もいるが、寛容に受け入れ、ペアワークやグループワー
クではお互いの良さを認め合いながら学ぶことができる。

　⑶　指導観
　　　指導にあたっては、秋田市の学校教育の重点項目「豊かな人間性の形成」に向け、意見交換や
発表を通じた「人間関係を築く力の育成」、地域の声を取り入れた学習活動を通じた「人と人と
の絆づくり」に取り組みたい。さらに、高等学校という学校段階に応じた「社会との関わり」「生
涯を見通した生活」について考えさせ、高齢者が安心して生活することができる地域づくりに参
画する意欲と生活支援に必要な基礎的な技能を身に付けさせたい。

４　指導と評価の計画（８時間）
　　①高齢期を理解する　　　３時間
　　②高齢者の心身の特徴　　３時間（本時２／３時間）
　　③これからの高齢社会　　２時間
　【評価規準】

関心・意欲・態度 A 思考・判断・表現 B 技能 C 知識・理解 D

評
価
規
準

実践的・体験的な活動
を通して、高齢者に関
心をもち、学習に取り
組もうとしている。

高齢者が人間としての
尊厳を保ち、人生を全
うするための支援につ
いて考え、まとめたり、
発表したりしている。

高齢者と実際に触れ合
い、話すなど高齢者と
関わることができる。

高齢者の身体的特徴と
心理的特徴の概要につ
いて理解している。

家庭科（家庭基礎）学習指導案
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５　本時の計画
　⑴　ねらい　①高齢期の心身の衰えや認知症の特徴について理解させる。
　　　　　　　②ロールプレイングをとおして、認知症の人への適切な接し方を身に付けさせる。
　⑵　展開

学習活動 指導上の留意点 評　　　価

導入

５分

・本時の学習内容、流れを
知る。

・一般的な老化による心身
の衰えと、認知症による
心身の症状について確認
する。

・本時の授業内容を簡潔に説明
し、授業終了までの流れを明確
にさせる。

・ワークシートにまとめさせる。

展開

40分

グループワーク
・マンガ（「認知症の人が
見ている世界」）を読
み、認知症の人の感覚や
心理について意見交換す
る。

ロールプレイング
・認知症の特徴をふまえた
適切な声掛けのしかたに
ついて話し合い、発表す
る。

・見当識障害や空間認識障害がど
のような症状なのか理解させ
る。
・グループ内で役割を決めて話し
合わせる。

・他グループの良いところを発表
させる。

・認知症の症状や、認知症
の人の感覚や心理につい
て理解している。

(Ｄ)[ワークシート]

・認知症の人に対する適切
な接し方を身に付けてい
る。
(Ｃ)[観察][ワークシート]

整理

５分

・本時のまとめをと自己評
価を行う。

・次時以降の予定を確認す
る。

・認知症の人への関わり方につい
てまとめさせる。

目標：認知症の特徴を理解した接し方ができるようになろう。
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〈ワークシート〉



－ 7－



－ 8－

10

1 7 20
2021 6 24

1 2

6

7

9

〈スライド〉



－ 9－

11



－ 10 －



－ 11 －



－ 12 －

日　時：令和３年11月15日（月）13：40～14：20
場　所：秋田市立秋田商業高等学校　語学室　　
司　会：髙田　冬深　　記録：加茂谷糸恵　　　
授業者：佐々木ひな子先生　　　　　　　　　　

１　はじめに　・指導主事紹介
　　　　　　　・協議会の流れについて

２　授業者より～
　　本日はご参観ありがとうございました。まずは授業について。今年度研究授業を行うということ
は、新学習指導要領における変更点を意識した授業を行わなければならないと考え、指導案に記載
したとおり、高齢者の単元において「内容の取り扱い」で追加された認知症について取り上げるこ
とにした。現在使っている教科書と、来年度から使う教科書も添付した。発行者が違うので単純に
比較はできないかもしれないが、これだけ認知症について割くスペースが増える。授業そのものに
ついては、正直教材研究にきちんと時間をかけた訳ではないのでまだまだだと自分でも思うが、今
日ご指導いただいたことを取り入れて来年度この単元の授業を充実させていきたいと思う。
　　今年度授業をしていて感じることは、現１年生は中学生のころからコロナウイルスの影響でグル
ープ活動に慣れていないということ。今日授業を行ったＤ組は日頃からこのような活動が得意だ
が、そうでないクラスもあり、こちら側の配慮がこれまで以上に必要だと感じている。来年度の１
年生も状況はほぼ同じだと思うので、タブレットの活用も視野に入れつつ、グループ活動をどう行
っていくか、心構えと準備をしておきたい。
　　また協議題については、新学習指導要領の基本理念である「社会に開かれた教育課程」の実現に
向けた取組についてとさせていただいた。今回授業をするに際しては、勝平地域包括支援センター
に協力していただき、授業でも紹介した「認知症サポーター養成講座」を行ったり、授業内容につ
いても相談にのっていただいたりした。社会に開かれた教育課程実現のポイントである「よりよい
学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を学校と社会とが共有する」ということについて
は、この取組をとおしてある程度実践できたように思う。ただ、授業でも授業以外の場面でも社会
人講師の方に来ていただいた時に感じることとして、「わかりやすく教えること、生徒を動かすこ
とについてはやっぱり我々の方がうまいな」ということがある。今後、例えば消費生活の単元では
リスク管理や資産形成について新たに取り扱うということになるが、これは家庭科の教員だけでは
絶対に無理なので、プロの方にお願いする場面は間違いなく増える。プロが発信することをどのよ
うに学習指導要領と関連を図るのか、どう学習活動をとして組み立てていくのか。まずやってみな
いと始まらないので色々試していきたい。
　　そこで、各教科で「社会に開かれた教育課程」にどのように取り組んでいくか、この後お伺いで
きればと思っている。その中で、場合によっては教科横断的な視点での取組も検討していけるかと
考えているのでよろしくお願いします。

３　参観者より
　○　佐藤大先生（商業）
　　　生徒達が班の活動に慣れていないと言いつつも、タイムキーパー等の役割分担をしっかりして
いた。授業全体を見て、我々高校の頃と高齢者との向き合い方が違っていた。今の高校生は高齢
者について高校で教えてもらっているのは幸せなことなのではないかと思った。我々も高齢者の
ことに関して学んでいかなければならないと思わされた。

指導主事訪問　研究協議会（家庭科）
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　○　佐藤和佳先生（商業）
　　　授業の最後で認知症サポートの方からということで７つのポイントが示されていたが、小さい
子供と接するポイントと似ていると感じた。生徒は高齢者、認知症の方と一緒に住んでいない家
庭が多いと思う。実際に接することがない生徒達にどのように身近に意識させるかといったとき
に、小さい子と接するのと同じだと置き換えられるのかなと思いながら授業を参観させていただ
いた。自分達が高校の時とは違う捉え方、内容だったので大変興味を持って参観させていただい
た。

　○　畑沢一利先生（商業）
　　　グループワークが慣れていないと言っていたが、役割分担をしていたのが丁寧だと思った。グ
ループワークさせる前に教科書の内容をまとめさせ、グループワークでより深めさせるという順
番がよかった。

　○　伊藤史織先生（数学）
　　　授業の最初で実情が導入にあったことによって、なぜ今、認知症を学ぶのかという学習の必要
性を生徒自身が感じられるように配慮されていた。そのおかげで、生徒自身の目標への流れがス
ムーズにいったと思った。また、グループ活動をする他の生徒との協働の時間とワークシートに
まとめる個の時間とがあり、構成が非常に工夫されていると感じた。自分の高校時代はこのよう
な授業がなかったので、地域社会や生活への活用を意識した問題解決的な授業づくりがされてい
て、非常に勉強させていただいた。

　○　関屋さやか先生（英語）
　　　最初の導入部分とまとめの部分で実情が提示されていた。そのことによって生徒がより身近な
ことだと感じられたと思う。生徒への指示や役割が明確であったため、スムーズにグループワー
クが進んだ。特にグループで考える前に映像で声かけの悪い例が提示されていたことによって、
どのようなポイントに気をつければいいのかが生徒にすぐ浸透し、スムーズに色々な案が出た。

　○　笠原光子先生（英語）
　　　家庭科で高齢者への配慮について学ぶ機会があることが驚きでした。生徒が学習しやすいよう
な流れを作っていた。グループ活動で役割を設けていて、その中でもタイムキーパーという役割
があったことがよかった。教師がタイマーを鳴らして時間切れということがあるが、あらかじめ
班の中でそろそろ時間だと教えることができるということが参考になった。認知症に対して、文
章だけやこちらからの一方的な指示では理解しにくい部分を双方向のマンガを使っているところ
が、生徒にとっては非常に分かりやすかったと思う。教材を入念に調べて選ばれたというのは素
晴らしいと感じた。

　○　柴田佳代子先生（国語）
　　　高齢化社会とは言われているが、生徒達は身近な存在やSNS上での人間関係で完結してしまっ
ている状況であると思う。その中であえて場面を設定して、具体的に考えさせたり行動させたり
ということが、この後実際にそういう場面があったときに自分から積極的に行動できるようにな
ったり、考えたりできるようになると思った。今日のやりとりが、困っている高齢者を見かけた
ときに声を掛けたりすることで、詐欺などを未然に防ぐようなことにも繋がるのではないかと思
った。

　○　嶋田平先生（商業）
　　　授業の内容についてニュースやマンガを用いていて、生徒がより身近に感じて考えやすかった
と思う。グループ学習の役割をスムーズに決めることができていたので、普段のグループ活動か
らこういうことができているのだと思う。
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　○　渡辺淳一先生（商業）
　　　商業での授業ではグループ活動がなかなかできないでいて、こういう切り口でやればいいのだ
と参考になった。

　○　村井良裕先生（商業）
　　　自分のクラスの生徒達の人で、普段から和気あいあいとして雰囲気がいいところを使ってもら
えたのかなと思った。生徒がいい顔をして色々な協議をしたり、人の意見を聞いたり、自分の役
割を果たしてグループワークで活動しているところを見られた。認知症などは将来的に家族の問
題として起こりうることで、今回勉強したことによって、より一層他人を思いやる気持ちが出て
くると思う。

　○　今聡先生（地歴公民）
　　　グループ活動が二つあって、一つ目が二つ目に生きていた。グループ活動の基本と発展という
つくりになっていて大変勉強になった。日頃からひな子先生は生徒を動かすのがうまいと感心し
ているが、今回もひな子おばあちゃんとかやって、生徒も恥ずかしがらずにやっていて凄いと思
った。参考にさせていただく。

　○　高橋伸友先生（保健体育）
　　　保健の授業でも２年生の１学期のところで「中高年期と健康」というところがあるので、非常
に参考にさせていただいた。グループワークの中で一人一人に役割を持たせるといったことや、
ひな子先生が生徒の意見に対して非常に共感をして、意見を引き出すということも素晴らしい。

　○司会
　　　感想をこれまでにして、協議題についての振り返りをしたいと思う。「社会に開かれた教育課
程の実現」ということで、教育課程の実現のポイントについてひな子先生から話あった。「より
よい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を学校と社会とが共有する」ということに
関して、各教科で社会に開かれた教育にどのように取り組んでいくのか、について話を伺いた
い。この場ですぐには意見が出てこないとは思うが、社会と学校で共有しながら授業を進めてい
くポイントや可能性など、実施している教科があればお話しいただきたい。社会人講師を呼ぶと
か、社会に参加するとか、実現可能な何かあればお話しいただきたい。家庭科では社会人講師の
方を呼んで実施したということだが、各教科でそのようなことが可能性としてあるのか、教科主
任もいらっしゃるので何かあればお話しを伺いたい。

　○　佐々木ひな子先生（家庭）
　　　商業科はそういった活動が多くないですか？

　○　佐藤和佳先生（商業）
　　　商業科の方では検定が近くなると県商研主催の検定対策講習会へ参加している。あとは最終的
に学年部に回っていくが税に関する講義を３年生でしてもらう。

　○　高橋伸友先生（保健体育）
　　　保健体育科の体育の方は１年生に対して救急救命という形で６クラスを２クラスずつ３展開で
秋田市消防の方に依頼をして３時間程度の実習をしている。そのほかにも、保健の分野では生き
ていく上で必要な事柄が多いと思うので、今後保健体育科でも相談して、実際に仕事をしている
方に協力を依頼していくことを考えていかなければならないと思っている。

　○司会
　　　家庭科と保健体育科で高齢者に関わる単元でコラボするという可能性はあるか。
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　○　高橋伸友先生（保健体育）
　　　今後検討したい。

　○  佐々木一秀先生（商業）
　　　商業科で、来年度新教育課程でビジネス基礎にビジネスプランという単元が入ってくるように
なる。今年度は総合的な探究の時間の中でビジネスプランをまとめていくという授業をした。来
年度以降はビジネス基礎と総合的な探究の時間とリンクした形をとっていきたいと考えている。
その中で社会人の講師の方をお願いしたり、プロの方と連携するようなことはできると考えてい
る。

　○　今聡先生（地歴公民）
　　　租税教室や主権者教育などの場面において、選挙管理委員会の方に来ていただくことがある。
できれば、もっと色々な場面で取り入れられればいいと思っているが、今のところはパターン化
している。

４　総括（筒井勝教頭先生）
　　まずはひな子先生お疲れ様でした。日本は超高齢化社会で、高齢者への対応は国をあげてどうに
かしなければならない問題であると思う。ただし、家族や身近に高齢者の方がいなかったりする
と、生徒は身近な問題としては考えてくれない。授業でこのように取り扱うことによって、生徒は
実際に対応しなければいけないのかと考えてくれると思う。私の親が要介護の状態で、身近な問題
として改めて気づかされる授業であった。普段、ケアマネージャーやデイサービスの職員など専門
の方から指示を受けて対応している。どういう対応をすればいいか分からないときには専門の方か
らの指示を受けることが必要である。
　　授業ではひな子先生は机間巡視をし、生徒達をほめて、ヒントをいいタイミングで与えてくれて
いると感じた。それに伴って大人しいとおもわれた生徒もグループ活動で次第に活発な意見が出て
くるようになった。また、最後のロールプレイングでひな子先生のおばあちゃんの演技が非常に達
者で、生徒もより活発に声を出すようになり凄いと感じた。こういう場であるからこそ、知識が身
についていくのかなという感じを受けた。他の教科も様々に工夫されていると思うが、今回の授業
を参考にしてもらいながら授業を進めていただきたい。認知症に関しては日本では大きな問題であ
るので、理解するのに貴重な時間であった。

５　指導助言
　○　秋田市教育委員会学校教育課主席主査　指導主事　庄内 智矢　先生
　　　中学校の技術家庭科が専門なので指導助言させていただく。高校の授業を始めて見させていた
だいた。授業のはじめにニュースの資料を見せていたことで子供達の関心をとてもよく引き出し
ていた、という工夫がとても良かった。教材研究を良くされていて、マンガからの流れが良くで
きていた。子供達も楽しんで実感しながら、実体験しながら知識を学んでいたのが、確かな学
力、知識の定着に繋がっていくと感じている。先生が子供達をとても大事にしているのが伝わっ
てきた授業であった。

　　　認知症のおばあちゃんが出てきたときに、知っているおばあちゃんでも知らないおばあちゃん
でもどっちでもいいということでしたが、それをやると収拾がつかなくなるのでは、と気になっ
た。どちらかに絞ってやって、そこから「じゃあ、知らないおばあちゃんに声を掛けるときは知
っているおばあちゃんと同じでいいの？」というような子供達の中から気付きを出して、意見を
戦わせるようなことが出来るのではないかと思った。そこは先生の方でぶれなくやっていただけ
ればいい。私は小学生や中学生の授業を見る機会が多く、挙手をさせる、積極的に自分から、と
いうような授業を見ることが多いが、高校生になるとわかっても挙手しない、言わないというの
が多いのだろうと思って見ていたので、そういう点で言うと、グループで役割を決めて発表させ
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る手法は良かったと思う。できれば発表して終わり、ではなく、その発表に対して他の子からの
切り返しとかが高校生になってくると必要なのではないかと思った。５０分という時間があっと
いう間に過ぎていった、とても良い授業であった。私も、もしこの授業を自分がやるのであった
ら、ということを考えながら見させていただいた。ありがとうございました。

　○　秋田県総合教育センター指導主事（家庭）　部谷 靖子　先生
　　　ひな子先生お疲れ様でした。ありがとうございました。参観した先生達の感想にもあったが、
この時間何を学習するのか、何のために学ぶのかが示されていた点が良かった。まだ家庭科は新
学習指導要領で行っていないが、来年を見据えて、新学習指導要領に新たに加わった「認知症」
の内容を取り込んだ授業をやって下さった。家庭科は小中高と学んでいくので、特に中学校の学
び直しが多く、中学校では「高齢者の身体」、高校では「高齢者の心身」と、心が入ったという
深まりがないまま、同じようなことを何度も繰り返すという実態があった中で、今回のように明
確な違いを出して指導を計画して下さった。また、認知症サポートセミナーでの内容等をまとめ
たことを活用して下さり、専門的な内容を踏まえたまとめになっていた点も良かった。

　　　良いところばかりを話すわけにもいかないので、あえて気になった点を話すとすれば、前時の
認知症の学習を踏まえての指導だったと思うので、前時の認知症で学んだことがどんなことだっ
たのかを子供達に一度想起させることで、今回の授業でもう少し深まりが出たのではないかと思
った。プリントにまとめてはいるが前の時間で認知症について、子供達がどの程度理解したのか
が分かりにくかった。グループ活動の②に入るときに①の活動で確認したことを踏まえて考えて
みましょうと書かれているが、子供達のグループ活動を見て、①で確認したことをどう踏まえた
のかこれでは読み取れないと感じた。あるグループに「①で確認したことをあなた達のグループ
はどう踏まえたの」と聞いたら、「早口だと駄目だから」と言った。高度認知障害と空間認知障
害に関してはそういう所に触れていないので、子供達はイメージで話しているだけになる。もし
先生が①のグループ活動を踏まえて考えさせたいのであれば、それを工夫する所があればよかっ
たと感じた。

　　　また、学びを繋げていくことで深まりが出てくる。「物忘れ＝認知症ですか」という問いかけ
で、「違う」ということで終わっていたのだが、「何で？」「どうして？」と聞くことでも子供
達の理解度を測ることができる。本日の目標が「認知症を理解した接し方」なので、先生は理解
を求めていたと思う。その部分を読み取れるような工夫があれば良かった。

　　　VTRで子供達が思考するときのポイントが示されていて分かりやすかったと思う。机間巡視
してみましたら「あの人の場合は突然声を掛けられてびっくりした」とか「後ろから声掛けたか
らびっくりした」という考えがあった。この事例はもしかすると認知症でなくても起こりうるこ
とかなと思った。特に超高齢社会になった日本では後期高齢者であっても同様の驚きがあると思
われる。認知症ということに絞るのであれば、認知症の特徴を最初の方で確認した上で「なぜ、
そう考えたのか」「私はこのような認知症の症状があるのでこのようにする」という理屈を踏ま
えた書き方ができるような工夫があれば良かった。

　　　全体的に見させていただき、子供達は非常に活発にグループワークを行っていた。先生がうま
く子供達を回していただき、先生の最後のロールプレイングは非常に面白かった。来年度からこ
の内容を踏まえて行うことになるので、外部講師等をうまく活用しながら授業を進めていただき
たい。ありがとうございました。
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日　時：令和３年11月15日（月）４校時
対　象：３年Ｂ組17名　　　　　　　　
指導者：鈴木　昌之　　　　　　　　　

１　題　　　材　ジャズ音楽の魅力を探ろう
　　　　　　　　内容のまとまり：「B鑑賞」（１）鑑賞及び〔共通事項〕（１）

２　題材設定の理由
　　音楽に親しむことの中には、個々の音楽のもつよさや美しさを味わうだけでなく、スタイルの違
う音楽を比較して聴くことによって、楽器の音色や音の重なりが生み出す響きや表情の違いを理解
する面白さもある。
　　ぼんやりと感じ取った何かについて、時に稚拙な言葉と文章でしか表せない生徒が少なくない本
校ではあるが、対象クラスは普段から雰囲気が良く、自分の思いや意図を言葉にして表現できる者
が多い。
　　本題材では、誰もが知っているであろうピアノ独奏の作品とそのジャズ風アレンジ作品を教材と
し、楽曲全体を漠然と聴くことをやめることを入り口に、音楽を形作っている要素とそれらの働き
を理解させることで鑑賞の能力を伸ばし、普段あまり触れることのないジャズ音楽の魅力を探らせ
たいと考えた。

３　題材の目標
　　音楽を形作っている要素を知覚し、それぞれがどのような役割を担っているかを楽曲の構成に照
らし合わせながら聴き、ジャズ音楽に親しむ態度を養う。
　「音楽Ⅰ」 B 鑑賞（１）鑑賞  
　　鑑賞に関する次の事項を身に付けることができるように指導する。
　　ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、次のアからウまでについて考え、音楽のよ

さや美しさを自ら味わって聴くこと。
　ウ　音楽表現の共通性や固有性 【思考力・判断力・表現力等】
　　イ　次のアからウまでについて理解すること。
　ア　曲想や表現上の効果と音楽の構造の関わり 【知識】
　〔共通事項〕（１）
　　ア　音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚

したことと感受したこととの関わりについて考えること
　　【思考力・判断力・表現力等】
　　イ　音楽を形づくっている要素及び音楽に関する用語や記号について、音楽における働きと関わ

らせて理解すること  【知識】
　　主な音楽を形づくっている要素：音色、和音、リズム

４　題材の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

「Jazzy radio calisthenics 
1st」「ラジオ体操第一」の曲
想や表現上の効果と音楽の構
造との関わりについて理解し
ている。

「Jazzy radio calisthenics 1st」
「ラジオ体操第一」の音色、和音、
リズムを知覚し、それらの働き
が生み出す特質や雰囲気を感受
しながら、知覚したことと感受
したこととの関わりについて考
えている。

音楽のスタイルの違いに関心
をもち、音楽活動を楽しみな
がら主体的に鑑賞の学習活動
に取り組もうとしている。

芸術科（音楽Ⅰ）学習指導案
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５　本題材で扱う教材
　　「Jazzy radio calisthenics 1st」　鳥居　一平 編曲
　　「ラジオ体操第一」　服部　正 作曲

６　指導と評価の計画
　※【知】：知識・技能　　【思】：思考・判断・表現　　【態】：主体的に学習に取り組む態度

時
間 ◆目標　　　　○学習活動　　　・学習内容

【知】 【思】 【態】

評価方法

１

○「Jazzy radio calisthenics 1st」「ラジオ体操第一」を聴き、そ
れぞれの音楽の雰囲気の違いを理解する

・「Jazzy radio calisthenics 1st」を聴いて、元になっている曲

が何なのかを考える。

・「Jazzy radio calisthenics 1st」の元になっている曲を聴き、

楽曲の大まかな構造を理解する。

ワーク
シート
Ⅰ

観察

ワーク
シート
Ⅱ

観察

○「Jazzy radio calisthenics 1st」「ラジオ体操第一」の音色、和
音、リズムを知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考
える。
・演奏に使用されている楽器について、それぞれどのような役割を
担っているのかを考える。
・音色や和音、リズムについて聴き取った特徴をワークシートに記
入する。

ワークシートⅢ

○「Jazzy radio calisthenics 1st」と「ラジオ体操第一」の音楽表
現の共通性や固有性について考え、それぞれのよさや面白さを味
わって聴く。

・２曲を比較した文章について（　　）内にふさわしい語句は何か

を考える。

・あらためて原曲を聴き、オリジナルの魅力について考える。

・他人の意見を聞いた上で感想をまとめる。

ワーク
シート
Ⅳ

ワーク
シート
Ⅴ・Ⅵ

観察

◆「Jazzy radio calisthenics 1st」と「ラジオ体操第一」の音色、和音、リズムを知覚
し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこと
の関わりについて考える。
◆「Jazzy radio calisthenics 1st」と「ラジオ体操第一」の比較を通して音楽表現の共
通性や固有性について考え、ジャズ音楽のよさや面白さを味わって聴く。
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日　時：令和３年11月15日（月）13：40～14：20
場　所：秋田市立秋田商業高等学校　会議室　　
司　会：柏谷　亜紀子　　記録：千葉　知美　　
授業者：鈴木昌之先生（音楽）　　　　　　　　

１　はじめに　・指導主事紹介
　　　　　　　・協議会の流れについて

２　授業者より
　　研究授業で最後までまとめなければいけない点を踏まえると、内容を盛り込みすぎてしまった。
ワークシートの重要部分（Ⅴ「原曲（ピアノのみ）の魅力はどこにあるか、その理由を書こう」Ⅵ
「他の人の意見を聞いて参考になったことも含め感想をまとめよう」）まで進めるために、他の部
分を削られたのではないかと考えるが、今はまだ答えを見いだせていない。余裕があれば、２時間
の設定にすれば良かった。
　　題材の設定について、昨年度より歌唱や器楽ができない状況（飛沫防止の観点から）が続き、工
夫が必要だった。１学期からドラムを叩かせるという取り組みをしており、授業前にドラムセット
の前で、１学期の授業の振り返りをする生徒もいた。今回の授業内でドラムを叩かせる場面も入れ
たいと思ったが、内容の多さから諦めた。
　　今回の授業では「指導する事項を明確にして題材を授業構想するために、まずは教師が教材力を
実際に表現したり、鑑賞したりするなどして十分な教材作り」は及第点であった。しかし、「その
題材の学習において、児童生徒の思考判断の養成を行う」という点においては、時間が足りず、最
後のまとめまで到達しなかったことを考えると足りなかったように思う。
　　言語活動に関して、音楽活動と言語活動の行き来の場面を作る意味では、実際にドラムを叩かせ
る場面を作ってもよかった。鑑賞による音楽や言葉でコミュニケーションを図り、音楽の価値や良
さを考える学習を取り入れているという点も不足していたかもしれない。
　　　ワークシートⅡ「この曲を聴いた気付いたことをメモしよう」から生徒の意見を紹介する。
　　　・アップテンポ。元はリズムが良くて、元のリズムからちょっとずらす。
　　　・明るい感じがした。一方原曲は落ち着いた雰囲気。
　　　・単純にかっこいい。
　　　・リズムが自由な感じがする。元の楽譜を崩した感じがする。
　　　・場面によって伝えたい感情が違う（あとでつっこんでみたい）
　　　・なじみの曲だけど音が違うだけで違う曲に感じする。ポップ。元気。原曲は静かな感じ　　
　　だけど…
　　ほとんどの生徒が、感じ取ったことを言葉に表現できているように感じる。この感想を踏まえな
がら、次の授業実践に活かしていきたい。可能であればセッションもしたい。ジャズなので跳ねる
という点も意識させたい。
　　普段、ワークシートを準備したことはないが、音楽活動と言語活動の行き来という観点から、必
要な点をかいつまんで作成した。
　　令和４年度の教科書でも本時の題材の扱いは一緒であった。新しいカリキュラムにあわせ、評価
の３観点から考えていきたい。

３　参観者より
　○奥山桃子先生（国語）
　　　日常で最も親しみのあるラジオ体操の曲を題材にしたことが素晴らしいと思う。教材（先生が

指導主事訪問　研究協議会（芸術科）
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実際に弾く、楽譜）が充実しており、教材開発のすごさを感じた。今回のテーマを決めてからの
教材の探し方について。どのような苦労があったか教えてほしい。

　○授業者
　　　もともとYouTubeにあがっていた動画である。９月くらいから題材を探していたときにこち
らを思い出した。連絡を取り動画の作成者に許可を得た。授業のためならばと快く楽譜・各楽器
の音源をいただいた。

　
　○河上貴子先生（数学）
　　　ジャズって何だろうと思いながら授業を参観した。生徒にとってなじみのある身近な教材だっ
た。ジャズについてもっと知りたくなった。ワークシートに取り組ませる際も生徒の答えを引き
出す声かけが良い。

　
４　総括（川村寿紀教頭先生）
　　歌も歌えない、楽器も使えないという中でどのような授業展開をするか興味があった。普段、授
業参観をする際は先生方の新しい一面を見つけたいという思いがある。その意味では、鈴木先生の
新しい一面が見られた。（ベースを弾くなど、やはり芸達者である。）いつもの鈴木先生と違った
雰囲気が見られた。最後の部分で、生徒から面白い意見を引き出せており、日頃より生徒と授業内
でコミュニケーションが十分に取れていることを感じた。

５　指導助言（秋田県総合教育センター主任指導主事　阿部　智博先生）
　　今回の授業題材「ジャズ音楽の魅力を探ろう」は、大きな題材であり、一歩間違えれば深みには
まってしまう内容である。その題材を誰もが知っているラジオ体操第１の曲を、ジャズバージョン
と原曲の比較から、音楽を形作っていく要素の音色・和音・リズムに着目して、ジャズの特徴を捉
えるという内容であった。
　　研修テーマ「生徒の思考力を深める授業展開～生徒の「問い」を引き出し、学習意欲を喚起する
～」の視点から音楽科の特質を話したい。音楽という科目は小学校・中学校・高校と、教科の名前
は変わらず、やっていることは歌唱・器楽・創作・鑑賞の４つである。そのため、発達段階に応じ
てらせん的に資質能力の質を高め、生涯音楽を愛好する心情を養うことを目的としている。音楽で
は単元ではなく題材という言葉を使うのもその点からである。らせん状に音楽の資質能力を高める
時に指導の支えとなるのが、共通事項である。共通事項とは、聞き取ったことと感じ取ったことと
を関わらせて音楽の学びにつなげるというものである。例えば、「濁った感じがある」は感じ取っ
たことであり、「テンポが速い」は聞き取ったことである。知覚と感受をつなぎあわせながら、考
えさせながら音楽の学びにつなげていくのが音楽の教科の特性である。
　　ねらいは良かった。時間内に終わらなかったのは丁寧すぎた節があったのと、待ちすぎたのでは
ないか。生徒の意見を引き出すための仕掛けをもう少し工夫できたかもしれない。言語活動につい
て、言葉で表せないところを表すのも音楽の良さである。学習指導要領では言葉だけでなく音を使
いながらコミュニケーションするのが音楽科の特質によせた言語活動である。言語活動は、生徒と
の対話の中でできていたが、欲を言えば最後は音楽で活動して欲しかった。（曲を聴くなど）
　　指導が大変丁寧だった。教材の取り上げ方は、鈴木先生らしい。ただジャズについて生活と音楽
のつながりをいれてほしかった。ドラムセットをやらなくても、オフビートを手で叩くなど、体感
できる機会を取り入れたらよかったのではないか。ドラムをすることで難儀する生徒もいるかもし
れない。ところどころで作品の権利の話ができていたのもさすがである。
　　ご自身でベースを弾いていたのも良い。うちの先生はこんなこともできると生徒に思わせるのも
よいことである。生徒の心を惹きつける。
　　言語活動の充実を図るという点では、小中学校で何を学んできたかを知ることが大切である。学
びの履歴を高校教員が理解し、学びの履歴を踏まえて、授業実践を行うべきである。明確なテーマ
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の協議・共有・比較検討を通して、生徒の自己有用感を高める活動が９年間でされている。今まで
以上に中学校の先生と連絡を密にしながら、生徒にとって有益な授業をすることが大切である。来
年度から新しい指導要領が始まるため、新しい情報に対してレーダーを働かせて欲しい。
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日　時：令和３年11月15日（月）14：30～15：10　　　　　
場　所：秋田市立秋田商業高等学校　会議室　　　　　　　
司　会：筒井　勝　教頭　　記録：船木　祐輔、村井　良裕

１　指導主事紹介（瀧澤校長）

２　総評
　○秋田市教育委員会学校教育課主席主査指導主事　庄内智矢先生
　　①本市学校教育の基本方針と本校の学校経営
　　　　本市教育委員会においては今年度も本市教育の目指す姿を｢郷土あきたの明日を拓く「自律

と共生」の人づくりとし、学校教育としては「志を持ち『徳・知・体』の調和がとれた子ども
をはぐくむ学校教育の充実」を目標と定め、時代を担う人間性豊かな子どもを育んでいきたい
と考えている。また、目標の具現化にあたっては、豊かな人間性の育成など、６つの重点項目
と危機管理上の留意点を設定している。

　　　　本日２校時目には学校経営の方針等についてご説明をいただいた。瀧澤校長先生からは生徒
も入学したい、保護者も入学させたいと思う学校、魅力的な学校づくりが大きな課題であると
伺った。また、教育活動の要は部活動であり、人間的な成長を促していることは確かである
が、一に授業、二に生活習慣、次に部活動とし、生徒のための学校そして生徒を中心に考え、
進路志望の実現に結びつけることを重んじることが学校の信頼につながることを再確認したい
旨を伺った。生徒の進路の実現は学校の使命であり、その実現に向けて企業に足を運び、信頼
関係を築きたいとおっしゃっていた。

　　　　学校経営の説明を通して、校長先生の秋商への熱い思いを感じた。是非先生方のお力添えで
生徒たちの確かな成長と進路の実現につなげてほしい。

　　②本校の教育活動について
　　　　建学の精神、校訓である「感謝・勤勉・鍛錬」の意義を具現化させながら、豊かな人間性・

創造性・健やかな身体を養い、高い志を育むことを教育目標に全人的な教育を展開していると
伺っている。本校独自のキャリア教育であるＡＫＩＳＨＯＰ、小学校と高等学校の連携した取
り組みであるキッズビジネスタウン、全国レベルの部活動など、価値のある教育活動が展開さ
れている。しかし、現在の状況においては、これまでのように実施することが難しい活動も多
くあると推察するが、小中学校や地域とのつながりを大切にした秋商ならではの価値のある活
動がこれからも充実・発展するよう願っている。こうした生徒が主役・主人公である主体性を
発揮できる活動は、先生方がそのような環境を作り、生き生きと学ぶことができるよう配慮さ
れているからだと確信している。本市学校教育の重点の中に示されている「人と人との絆づく
り」の項目では、絆を深めるための取り組みのポイントとして子どもの主体性を活かすことが
挙げられてる。生徒たちが様々な人との触れ合いを通して、信頼関係を築き、絆の素晴らしさ
を実感することができるよう、絆を深めるための取り組みの一層の充実を図っていってほし
い。

　　　　主体的と言えば、先生方は「主体的・対話的で深い学び」のフレーズを思い浮かべるかと思
うが、新学習指導要領について少しお話しする。小学校では昨年から、中学校では今年から全
面実施となり、高等学校では来年度の入学生から年次進行と高校教育課の方から伺っている。
また、県立の高等学校では新しい評価の観点に基づいた評価方法をどのようにしていくのか、
各学校で案じているところと聞いている。本校においても新学習指導要領の円滑な実施に向け
て準備を進めていただくようお願いする。新学習指導要領では、学習の基盤となる資質能力と
して情報活用能力の育成が示されている。小学校では昨年からプログラミング教育がスタート

指導主事訪問　全体会
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し、本市ではビジュアル言語のスクラッチを使って、教科の狙いに沿った学習などが行われて
いる。小学２年生の音楽科ではタブレットの画面上でリズムの示されたカードを並び替え、自
分の思い描いた演奏になるまで試行錯誤するものから、小学５・６年生算数科では正多角形の
図形をプログラミングして描いたり、拡大や縮小の学習を行ったりしている。また、発表の場
面でパワーポイントをあえて使用せず、スクラッチで発表資料を作成し、様々な活動のまとめ
の場面で活用している。中学校では技術家庭科の技術の分野において、簡易ロボットなどの教
材を用いた計測制御の学習やチャットのようなネットワークを用いた双方向性のあるコンテン
ツ作りなど、スクラッチベースのものでプログラミングをしている。今年度から小中学校では
一人一台タブレット端末が整備させ、授業において使用されている。各学校において、効果的
な工夫について実践を積み重ねているところである。小中学校での訪問ではカメラ機能の活用
やネット検索の他に、マイクロソフトチームズを使ったオンライン配信や共同学習、同じくホ
ームズを使ったアンケート集計や振り返りの集計などの活用を体験することができた。本校も
今年度中にタブレット端末が整備され、来年度から使用することが可能であると伺っている。
このタブレット端末は新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業作りの一助になるものだと思う。
生徒たちの学びを豊かにするツールの一つとして効果的に活用してほしい。

　　　　それではここで本日参観させていただいた一般授業について触れさせていただく。わずかな
時間だったので当たらない部分もあろうかと思うが、どうかご了承いただきたい。私が特に感
じたことは、本時の目標や授業の流れを掲げ、見通しを持たせた授業を共通実践していること
である。わかる授業を目指し、キーワードを大きく掲示したり、机間指導で個別対応や習熟度
別の授業を行ったり、イメージを持たせてからの授業展開など、先生方が様々な工夫をしてい
た。スクリーンや黒板を効果的に用いて生徒が自分のペースでじっくり取り組めるよう、ま
た、生徒の状況を先生が把握し、補足説明や反復練習を行うなど、基礎基本をしっかりと身に
つけさせようとしていた場面が見られ、素晴らしいと感じた。

　　　　ただ、スクリーンと黒板（ホワイトボード・テレビ）の場合もだが、ＩＣＴ機器で映された
ものはその時その時であって、あとには残らない。ホワイトボードや黒板にはその時間しっか
り提示できるものを残すなど、ＩＣＴ機器の特性を生かして効果的に活用してほしいと思う。
２年前にも学校訪問しており、その時にもＩＣＴについて話をしたが、来年からは一人一台タ
ブレットになるので、是非効果的な活用などは、先生方同士で情報交換を行って、使えるとこ
ろはどんどん自分の授業に吸収して活用してほしいと思う。熱心に学びに取り組む生徒の様子
と、一人一人を認め良さを伸ばそうとする先生方の取り組みを拝見することができた。

　
　　③秋田市教育委員会からのお願い
　　　１．新型コロナウイルス感染症対策
　　　　　各校ではこれまでも感染予防に努めていただいているところである。全国的に感染状況は

一時期に比べて減少しているが、本市においても断続的に感染者が報告されており、予断を
許さない状況が続いている。日々変化する状況に対応しながら、感染対策を講じた上で毎日
の教育活動を実施していくことは容易ではないが、生徒の安全・安心と可能な範囲での教育
活動の実施とのバランスを取った対応について、引き続きご指導を改めてお願いする。

　　　　　また、長く続くコロナ禍において、生徒の心の面への影響が心配される。生徒一人一人の
心に寄り添った支援と、新型コロナウイルス感染症に関連した差別や偏見は断じて許されな
いことについての指導をお願いする。

　　　２．交通事故の防止について
　　　　　本市では、今年度、主に小中学生になるが、例年と比べても多くの交通事故が発生してい

る。事故については、自転車運転中の不注意や飛び出しによるものが多く、一歩間違えば命
を落としかねない重大なケースも見られ、大変憂慮している。１１月に入り、日が暮れるの
も早まっていることから、特に、下校時には注意することが必要であり、改めて自校の交通
事情や危険箇所などを踏まえ、道路を横断する際の一時停止や左右確認などに加え、まもな
く冬期間を迎えることから、自転車使用について具体的継続的な指導をお願いする。
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　　　御校は昨年度、創立１００周年を迎え、今年度は創立１０１年目のスタートとなる大事な年と
なった。御校を訪問するにあたり、ホームページを拝見したが、校長先生の挨拶文の中からこれ
までに２１，０００人を超える卒業生がいることを知った。私の身近な同僚や私の妹も御校の卒
業生である。日々の学習や部活動、行事などで、前向きに目標を持って、今自分たちにできるこ
とを工夫しながら取り組む、その姿勢は長きにわたり受け継がれていると感じた。AKISHOPを
始めとする様々な取り組みや２大会ぶり４６回目の全国大会に出場を決めたサッカー部、インタ
ーハイ男子団体準優勝を果たした剣道部の活躍は多くの人に秋商の魅力を届けていると思う。こ
うした生徒の後ろには、先生方の日々の暖かい声かけやきめ細かなサポートがあり、それが生徒
たちにとっての原動力となっていることから、今後も生徒の前向きな変化や頑張りを認め、成長
を励ましていただければと思う。今年も残り２ヶ月を切り、先生方に置かれましてはご多忙の
日々の中、健康には十分留意され、学校が生徒たちにとって生き生きと活躍できる場所であり、
また、安心して学校生活が送られる場所であるためのお力添えをいただきたい。本日は誠にあり
がとうございました。

　○秋田県総合教育センター主任指導主事　阿部智博先生
　　　指導と評価の一体化について、文部科学省のホームページよりダウンロードできるようになっ
ているが、冊子なったものでも是非御確認いただきたい。評価は生徒が自らの学習を振り返っ
て、次の学習に向うことができようにすることはもちろん、指導者側も自らの指導を改善するこ
とにつながるものでもあるので、理解して取り組んでもらいたい。

３　学校長より
　　本日は御指導ありがとうございました。本日は授業研修ということだったが、私自身もこれまで
納得できる授業はなかなかできることはなかった。教室の後ろにビデオカメラを用意したこともあ
ったが、自分自身の授業を振り返ってみても、恥ずかしい思いを何度もしている。５０分授業のう
ち、４７分間説明ばかりであった時もあり、見れば見るほど、他者から指摘されるよりも、自分の
至らなさを感じた。
　　授業というものは「これで良し」というものはなく、常に改善が必要であり、そのためにこのよ
うな研修があるように思う。我々教員は生徒の学びの実現に向けて、最大限の努力をする責任があ
る。教師の最も重要な仕事の一つが授業であることを、この機会に、もう一度全職員で確認をし、
今後の授業改善に努めたい。
　　指導主事の先生方からの助言は、私たちの気づきとなり、次の課題として学校全体で組織的に取
り組むべきものであり、助言を元に、生徒たちにとってよりよい授業の実現となり、生徒指導にも
つながるよう努力したい。これを御縁に今後も指導助言をお願いしたい。
　　教育委員会の仕事は多忙であり独特の緊張感があるため、健康には十分留意され御活躍いただき
たい。本日はありがとうございました。



－ 29 －

１　実施日時・場所
　　令和３年７月１９日（月）１５：３０～１６：５０（場所：会議室）

２　講演会（要旨）
　　年々、不登校傾向の生徒が増えており、担任、及び、学年は対応に苦慮している現状がある。
　　不登校生徒を支援する際の具体的手立てについて学ぶとともに、不登校を生まない学級づくりに
ついて、あるいは、学校全体として取り組むべきことについて、共通理解を図る。

第１回校内職員研修

「持続可能な ICT活用」

講師：秋田県立能代松陽高等学校進路指導主事　　　　　　　
ＩＣＴ活用推進リーダー　　吉　田　英　亮｠氏
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１．実施日時・場所
　　令和３年１０月２５日（月）１５：５０～１６：３０（場所：２０５教室）

２．講義・実習（要旨）
　　本校職員が、各種研修会や生徒の進路活動において、本校におけるＰＣ等の情報機器を活用でき
るようにする。

３．内容・質疑応答
　　２０５教室にあるＰＣ設備を利用し、ＺＯＯＭによる１対１のオンライン通信や１対多の講演会
を開催するための基礎的・基本的な知識と技術を身につける内容であった。また、オンラインによ
る情報漏洩の危険性をロールプレイで体験させるなど、情報セキュリティーにおける内容も含まれ
ていた。研修会における研修資料および参加者からの質問や感想等は、以下のとおりである。

第２回校内職員研修

令和３年度情報機器等操作スキルアップ研修会
～本校でのＺＯＯＭの使い方～

講師：総務部（情報担当）　教諭　佐々木　一　秀



－ 35 －



－ 36 －

＜事後アンケート集計結果＞

１．「ＺＯＯＭ」の使い方についてというテーマ設定について

関心がもてた 34人

どちらとも言えない ｠5人

関心が持てなかった ｠0人

２．研修内容について
 

大変ためになった 29人

ためになった部分もある 12人

ためにならなかった ｠0人

87%

13%

71%

29%
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３．研修時間について

ちょうど良かった 38人

短かった ｠0人

長かった ｠1人

 

４．質問等
　・パスコード等知られたら大変なことになるとのことでしたが、具体的にどのような危険があるの
かを知りたいです。

　・オンラインソフトとは具体的になんというソフトですか？
　・基本的に学校ではオンライン部屋のみでの使用という解釈でOKですか？

５．研修内容について
　・ZOOMは使ったことはあったが、細かなところまで教えて頂いてためになった。
　・今までZOOMを活用したことがなく、いざ使う時がきたことを考えると不安な状態でした。今
回の講座でわかりやすく教えていただいたおかげで基本的な使い方をマスターすることができま
した。背景を変えることができたり、スタンプを表示させることができたりと、おもしろい機能
も知ることができて良かったです。ありがとうございました。

　・ある程度の人数が同時にできるようなので、授業でも活用できるのではないかと思いました。
　・大変参考になった、ホストとしての使用も勉強したい。
　・特定の先生に負担がかかってしまうことがないように、というのが印象的でした。自分はとても
コンピュータ関係が苦手なので、これからがんばって覚えていきたいと思います。

　・オンラインの危険性について、改めて認識することができました。ありがとうございました。
　・研修時に使用したパワーポイントのレジュメを資料としていただけたら自分で使う時困らないと
思いました。セキュリティを考えると使い勝手がいいようで悪い気がしました。ルールを理解し
て慣れてしまえば大丈夫なのでしょうけれど…。

　・セキュリティ面について。自分でできる事はチャレンジしてみようと思いました。
　・もうとっくにできるという先生も多数いらっしゃると思いますが、概要だけでも知ることができ
て大変助かりました。IT化については、素人用の講習なども今後やっていただけると助かります。

　・初めてZOOMに入ることが出来ました。申し訳ないですが、難しいことはよく理解できません
でした。ただ次からZOOMは使えるのかもしれないと思いました。研修もあるので大変参考に
なりました。ありがとうございました。

　・ZOOMを使う機会を得ることができて良かったです。
　・オンラインソフトの危険性について理解を深めることができました。ありがとうございました。
　・短時間にまとめてくださって感謝申し上げます。分からないときはまたどうか教えて下さいます
ようお願いいたします。

　・ありがとうございました。次回からは頑張って一人で対応するようにします。
　・これからは研修で行ったようなスキルも基本的なスキルとして身に付けることが必要であると感
じた。

　・操作しながら説明を聞くことができ、分かりやすかったです。
　・（研修部に対して）通知票発送前日は学級通信作成等いろいろとやる事が多いため、別日で開催
して欲しかったです。

97%

3%
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Ⅰ　趣　旨　お互いに授業を参観し合うことにより、指導力向上と授業改善を図るとともに、生徒理
解に役立てる。

Ⅱ　テーマ　「生徒の思考を深める授業展開
　　　　　　～生徒の「問い」を引き出し、学習意欲を喚起する～～」

Ⅲ　期　間　　　第１回　　６月　１日（火）～　６月１８日（金）
　　　　　　　　第２回　１０月２７日（水）～１１月１９日（金）　※簿記検定対策特別時間割を含む

Ⅳ　授業するに当たっての重点的取り組み事項
　　　　①【本時の目標】を提示する。
　　　　②【授業の流れ】を簡潔に明示する。
　　　　③生徒の「なぜ」を引き出す「発問」を工夫する。
　　　　④生徒が主体的に取り組む学習活動の場面や時間を設定する。
　　　　　　　（グループ活動・教え合い・調べ学習・考察・発表など）
　　　　⑤【本時の目標】に対する「振り返り」をする。

Ⅴ　実施方法
　⑴　期間中、各教科代表者1名以上（今年度研修対象者は除く）が、アピール授業を行う。なお、
商業科に関しては分野ごとの代表者１名以上がアピール授業を行う。

　　　その際、最低1回は科会を開き、科全体で授業研究し、組織としてその授業に関わる。指導案
作成は特に求めないが、作成した場合は、参観者に配付する。

　　　アピール授業は、時間割変更黒板の時間割に赤の蛍光ペンでマークをするとともに、「アピー
ル授業一覧」に授業内容等を記入する。

　⑵　期間中、全職員が自教科1時間以上、他教科1時間以上、計２時間以上（家庭科・芸術科は他教
科２時間以上）の授業を参観する。

　⑶　フリー参観形式。１時間内に複数の授業を参観してもよい。ただし、授業時間の半分（２５
分）は参観する。参観する際のポイントは『参観シート』に記載。

　⑷　参観時には『参観シート』を持参し（１授業につき１枚）、記入して『参観シート提出袋』
（教頭席前）に提出する。できるだけ当日提出する。提出状況で参観者を掌握する。研修部で
マークシートを読み取った後、授業者へ『参観シート』を渡す。

　⑸　授業変更等がある場合
　　①期間中の出張・年次は、できるだけ授業変更する。
　　②変更等は、時間割変更黒板に掲示する授業公開週間用時間割に黒で変更後のクラス・実施場所

などを書き込む。
　　③やむを得ず自習にする場合は、時間割に黒で「自習」と書き込む。

　

授 業 公 開 週 間  実 施 報 告
                                                                              研 修 部
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Ⅵ　実施状況ーアンケート結果から
　　「Ｒ３年度　第２回　授業公開週間」アンケート等集計結果より
　　回答数　41人/ 45人（91%） 授業参観者数　39人/45人（ 87%）
 　　　自教科　31人/45人（ 69%）
 　　　他教科　37人/45人（ 82%）
担当教科
国　　語 4 数 学 4 英 語 5 地 歴 公 3
理 科 2 商 業 16 保 体 5 家 庭 1

芸 術 1
『参観シート』集計結果
　授業参観教科時数

『事後アンケート』集計結果
　参観授業内訳

質問内容
◎芸術科・家庭科以外の先生への質問
　⑴組織として取り組むことができたか　　　　　＊「取り組んでいない理由」

教科全体で取り組んだ 13

同一科目担当者とともに取り組んだ 10

未回答 6

取り組んでいない 10

国 語 3
数 学 2
英 語 5
地 歴 公 7
理 科 1
商 業 10
保 体 2
家 庭 13
芸 術 8
合計 51

参加時数 自教科 他教科 合計
５以上 1 1

60
4 0 0
3 0 1
2 2 7
1 23 25

未 参 観 8 4 12

・授業担当者にまかせる。
・個々の教員の様々な教材へのアプローチ方法
を見るため。

・多忙により話し合いができなかった。

・３年生の進路と重なった。
・アピール授業と自分の授業が重なることが多かった。
・アピール授業担当だったため。
・持ち時数が増えて参観する余裕がなかった。
・特別時間割＆進路。
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　⑵教科内で科会を開いたか（教科主任）　　　　＊「開かなかった理由」

はい 3

未回答 0

いいえ 4

　　　　　　　　　　　（家庭科・芸術科除く）

◎実施時期及び期間に関して
　⑴実施時期について

今のままで良い 25

変えた方がいい 10

　⑵実施期間について

今のままで良い 37

もっと短い方がいい 1

もっと長い方がいい 1

◎自分の授業に取り入れてみたいと思った授業内容

・毎年参観しフィードバックしている。
・事後に開く予定。

・特別時間割が入らない期間。
・考査２週間前以外の時期。

・１４日間。

・スクリーンを用い、授業の目的や授業のポイントを示すこと。（まだ、やったことがないの
で）
・発展的な内容で生徒の興味を引くこと。時間をとって準備するのが必要。
・生徒の身体を動かすやり方、主体的に取り組む演習。
・生徒の作品を写真にまとめるなどの活用。
・生徒が自信を持って解答できるような発問の仕方。
・グループ学習がうまく機能し、学習目標の達成の手段として最適な学習方法だった。
・ＩＣＴの活用、グループワーク。
・英文で解釈しにくい部分を、実際に生徒を動かして視覚化することでクラス全体にイメージし
やすくした点。
・一文一文の解釈ではなく全体としての解釈に重点を置き、生徒の発言を増やす工夫。
・次の思考の場面につながる視覚教材の提示。
・ロールプレイなどで、生徒に自信をつけさせるような体験をさせることが主体性や積極性につ
ながると感じた。
・パワーポイントを使ったわかりやすい説明。
・先生が輝く場面を授業内に取り入れられたら、生徒の興味が魅かれると思った。
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◎自分の授業で改善したいこと

Ⅶ　おわりに―
　授業公開週間実施10年目となった。例年、６月と１１月の２回実施しており、昨年度はコロナ禍の
影響により、１回のみの実施となっていた。今年度は、様々な影響を受けながらも、先生方の多大な
ご協力により２回実施することができた。今回掲げたデータは２回目実施のものである。
　アンケートの記述からもわかるように、多くの先生方が、ご自分の授業に取り入れてみたいという
視点で参観している。また、今後の授業で改善したいことという視点で参観していることもデータか
ら読み取ることができた。この校内研修は、先生方お一人お一人の多大なご協力のもとに成り立って
いる。心より感謝申し上げる次第である。

・振り返りを行い、本時の目標に到達できたかを確認し、フィードバックして次の授業に生かし
たいです。
・板書中心であること。マンネリ化、生徒に動きのある授業。
・授業のペース配分（速い）。
・思考力を深めるための手立てを毎時間取り入れたい。
・スピーキングの面では基本的なやりとりしかできないので、感想や意見を言うような練習も取
り入れたい。
・ＩＣＴの活用。
・生徒が英語を話す機会を増やす。
・より主体的な活動につながるような教材の提示。
・調べ学習を増やす。グループ学習。
・生徒の反応を引き出す、授業の雰囲気作り。
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６月１日(火)~６月18日(金)
○国語
柴田　佳代子先生　6月1日（火）4校時　１Ｆ国語総合　「漢文入門～好きな格言を紹介しよう～」

【参観者の感想】
・先生と生徒達のコミュニケーションがよくとられていて、生徒同士も和やかな雰囲気で、しかもき
ちんと話し合いができており、柴田先生の日頃のご指導ぶりを感じました。指導の内容がスムーズ
に行き届き、先生が示した格言について真剣に考える姿が見られ、思考力が養われる授業だったと
思います。ありがとうございました。
・相手の考えを聞く、読み取る活動と表現する活動の場面が設定され、読み取り、表現する力を高め
る工夫がされていて勉強になった。
・私の授業では見せない生徒のよい表情を見ることができました。全員が授業に積極的に取り組んで
いて、生徒の興味関心を引きつける素晴らしい授業でした。勉強になりました。ありがとうござい
ました。
・準備期間が少ない中でアピール授業をいち早く実施できたのは、日頃からこういった生徒を動かす
授業を行っているからだと思いました。単元・教材の学習目標と本時のねらいのマッチングにやや
課題があるかと感じましたが、生徒がちゃんと活動しており良かったです。お疲れ様でした。
・すばらしかったです。まねしてみたいことがいっぱいです。①前回いなかった人への声かけがきめ
細やかである、②次の小テストへの取り組みポイント（順番どおりには出ないよ！等）が明確、③
はしばしに生徒名をさりげなく入れて一体感を出している（他人事にしていない）、④書いている
最中の生徒への声かけがすばらしい、⑤班長を呼んだりペアになったりグループになったり体も思
考も動かして、よい雰囲気をつくっている、⑥グループ学習の段階の指示がわかりやすい、⑦ほめ
ことばにあふれていた、⑦「どこで発表する？」など押しつけない。⑨ペアで話してこんなに活動
的なのは初めて見ました、⑩辞書を見てはいけないという指示もおもしろい。どんな解釈ができる
のか、考えさせたかったのですね。全体として、“思考が働いているときの生徒の顔の輝きがすば
らしい、こういうやり方があったのかー!!と思い、本当に勉強になりました。
・苦手とする生徒が多い漢文の導入に、熟語に拘らない慣用句を調べさせるという視点に新しさを感
じました。

　

授 業 公 開 週 間  授 業 紹 介
                                                                              研 修 部
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○数学
伊藤　史織先生　6月10日（木）1校時　２Ｂ数学Ⅱ　「課題学習　実生活を数学で分析しよう」

【参観者の感想】
・プロジェクタの扱いがとてもこなれており、テンポよく授業が進められていると思いました。箱ひ
げ図や分散、標準偏差の身近な例を取り上げていて参考にしたいと思います。今日はありがとうご
ざいました。
・自作の工夫された例題を使いながら分散・標準偏差を説明していて、生徒にとって取り組みやすく
理解しやすかったのではないかと思った。
・ＩＣＴも活用していて時間に無駄がなかった。すばらしい！
・メリハリのある飽きさせない授業でした。すばらしい！
・題材が生徒の興味を惹き付けるばかりか、どんどん引き込まれました。商業や生活に落とし込んだ
説明でした。
・生徒のプリントをプロジェクタで映すなどＩＣＴの活用力が素晴らしかったです。この授業までの
説明もオリジナルの問題を作成していて驚きました。今後ぜひＩＣＴの使い方を教えてください。
勉強になりました。ありがとうござました。

○地歴公民
小林　稔幸先生　6月17日（木）1校時　３ＢＤＥ選択Ｃ（地理Ａ）　「河川・海岸の地形と生活」

【参観者の感想】
・地域の地形に落とし込むことで、より分かりやい授業になっており、大変参考になりました。
・導入の段階で、わかりやすく説明、確認をすることで、生徒が見通しをもって授業に取り組むこと
ができていました。素晴らしかったです。お疲れ様でした。
・既習事項が活きるプリントとなっており、生徒も取り組みやすくなっていました。秋田市の地形な
ど身近で分かりやすい資料で、生徒を引きつける内容となっていると感じました。生徒もしっかり
と発表しており、普段から丁寧な授業をしていることがわかりました。素晴らしい。ありがとうご
ざいました。
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・既習の知識を再確認することで、理解をさらに深める内容の授業でした。指名された生徒も返事を
し、立って発表しており、規律ある授業でした。
・スライドがシンプルで見やすく、［作業］や［問い］など、生徒が今何をするかがすぐに伝わり分
かりやすいと思いました。
・先生の質問がこれまで生徒が学んだ知識を復習しつつ、全てがつながっていくのがわかり、学んで
いる生徒も楽しいだろうなと思いました。ありがとうございました。
・地図を読み取ることだけでなく、自分や身の回りに目を向けて考えることにつながっており、自分
の授業でも見習っていきたいと思います。生きた授業だったと思います。ありがとうございまし
た。
・実際の地形図を利用して、用語の確認をした後、秋田市の地形に触れていた展開がとても面白かっ
たです。過去４年分の比較、「自分だったらどこに家を建てるか」という問いが、身近に感じられ
る発問で印象に残りました。ありがとうございました。
・授業の着地点（目標）を生徒にわかりやすく伝えることで、生徒が意図を理解しながら作業を行う
ことができていたと思います。改めて目標を明確にすることの大切さに気づかされました。また、
事前に学習した内容を確認しながら、さらに生徒の「なぜ？」を引き出す問いが素晴らしかったで
す。ありがとうございました。

○英語
守屋　大先生　6月8日（火）2校時　　１Ｄコミュニケーション英語Ⅰ　「Yanase Takashi: The 
Creator of Anpanman」

【参観者の感想】
・ＩＣＴを活用した素晴らしい授業だったと思います。
・フラッシュ式の単語練習がとても効果的と感じました。ありがとうございました。

○理科
髙田　冬深先生　6月9日(水)3校時　３Ｅ生物基礎　「予防接種と感染症」

【参観者の感想】
・教科書の小さい字で書かれた大量の情報をパワーポイントとワークシートで端的にまとめて学習で
きるようになっている。さらに、説明を聞く、考える、グループで活動するがバランスよく組み合
わされている。生徒たちも問いかけに自然に反応していてとても良い雰囲でした。最後に新型コロ
ナウイルスへとつなげて理解を深めさせるとともに、正確な知識を身に付けさせ、自分ごととして
考えさせる工夫が出来ているワークシート、すべてが大変参考になりました。
・タイムリーな話題も取り入れ、生徒達にとっても「自分事」として捉えられる内容だったと思いま
す。
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○保健体育
船木祐輔先生、佐藤寛仁先生、加賀屋徹先生　6月17日（木）2校時　１ＡＢ体育　「陸上競技」

【参観者の感想】
・事故もなく、生徒も意欲的であった。
・ハードルの跳び方について、わかりやすく丁寧に説明されていた。理論に触れる→実際に動く、一
番の言語活動ですね。ありがとうございました。

○商業
柏谷亜紀子先生、秋島亜理紗先生　6月15日（火）1校時　３Ｂ総合実践
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ライフプランニングの考え方・手法」
【参観者の感想】
・＜面接練習＞一斉指導により生徒が面接について客観視したり相互評価したりできてよかったと感
じた。面接の全体をもう一人の教員が俯瞰できるので、ＴＴが有効な授業だった。＜ライフプラン
＞グループで楽しみながらも「現実だったらどうするか」と考える姿勢がうかがえた。教室におけ
るiPadの接続にはまだ課題があるようです。
・面接練習では実際の面接試験を意識できるような質問や雰囲気だったと思います。ライフプランに
ついては、自分の計画を立てさせてからお金関係の話に移っていたので、自分の計画性の確認やこ
の後の計算の話に移りやすいと思いました。ありがとうございました。
・柏谷先生の指示が的確でわかりやすい。ただ作業をさせるのではなく、人生設計（ライフプランニ
ング）を立てることの意義をきちんと説明されていた。このことで、後半部分の講義を受ける生徒
の取り組み方が違ってきたと思う。
・前後半部で内容を切り換え、集中しやすいと感じました。将来につながる内容なため、生徒も楽し
そうに生き生きとしていたところが印象的でした。
・卒業後のライフプランについて、ライフイベントや収入・支出等の点から考える内容で、進路や就
職を間近にひかえた生徒にとって非常に興味深く取り組める授業だったと思います。

○商業
米澤雅史先生、村井良裕先生、秋島亜里紗先生、藤原一誠先生
6月18日(金)2校時　３ＥＦ電子商取引　「コンテンツの制作」
【参観者の感想】
・生徒への指示が分かりやすく、一つ一つ丁寧になされていたことが印象的でした。タイマーのカウ
ントダウン表示も机のスクリーンに映し出されているおかげで、時間内に課題を終わらせるという
目標がクリアでした。注意事項や指示の出し方が参考になりました。
・先生方の役割分担がしっかりしていて、一人一人の生徒に対応していたと思います。授業の効率を
上げるために、画面転送や大型スクリーンへの投影、机間指導を工夫されていて、特別なことでは
なく日々の授業で継続して行えることを大切にした授業を日頃から行っていると思いました。
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○商業
千葉　知美先生　６月16日（水）1校時　２Ｄマーケティング　「マーケティングのプロセス」

【参観者の感想】
・実際の新聞記事を活用した授業で、とても興味深く参観できました。第２章全体を見通した教材研
究の上での授業であることが良く伝わり見習いたいと思いました。ありがとうございました。
・新聞記事を活用した授業、大変構想がよく錬られていて勉強になりました。ありがとうございまし
た。新聞記事のプリントは先生の持ち味となっていて素晴らしいと思います。
・記述する際の注意点を提示しながらわかりやすい説明をしていた。
・とても教材研究がしっかり行われていて、感心させられました。自分にはできないことばかりだっ
たので、自分の授業を見つめ直すいい機会となりました。
・授業を進めていく上での説明や題材がタイムリーでとてもわかりやすく理解を深めさせることがで
きると思った。素晴らしかったです。
・教材の準備、前時のプリントを活かした展開などマーケティング用語とビジネスを結びつけ、最後
には説明させることも行い、全てにおいて素晴らしい授業でした。大変勉強になりました。ありが
とうございました。
・授業のねらいが明確であり、提示した資料も生徒の思考を深めさせる内容であったと思う。
・なじみのある会社について、生徒も集中して内容を聞き取っていて指示もスムーズに伝わってお
り、日頃から明確な指示で授業が展開しているのだろうと思いました。ありがとうございました。
・生徒が取り組みやすいように、教材を工夫しているところがすばらしい！！
・資料の提示の仕方、ワークシートの工夫、生徒を引きつける教材、丁寧な説明など、全てよく準備
されていて、すばらしい授業でした。生徒たちが落ち着いて学んでいる様子にも感心しました。あ
りがとうございました。
・実際の新聞記事や実在企業を取り上げ、分析をしていたので分かりやすいと思いました。また、学
習した内容を新たな教材を作ることでまとめさせ、自分の言葉で表現させていた点がとても参考に
なりました。ありがとうございました。
・本時の目標に向けて、流れがスムーズでねらいもはっきりとわかる授業で大変勉強になりました。
生徒が授業で記入した内容を活かし授業が進んでおり、生徒の考えが生きる授業で参考になりまし
た。先生が作るプリントも充実した内容で素晴らしく思いました。ありがとうございました。
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１．はじめに
　平成１４年度から取り組んでいる「ビジネス
実践」は２０周年を迎えました。今年のＡＫＩ
ＳＨＯＰテーマ「黎明」には、新たな未来を切
り開きたいという生徒の思いが込められていま
す。
　先が見通せないコロナ禍での活動でしたが、
感染防止対策や出店の工夫を考えた経験は、こ
の混沌とした世の中を生き抜く力を育む機会に
なったと思います。
　当日は秋田駅周辺の４会場で合計２９店舗に
て、約４５種類３，０００個の商品を販売しま
した。また、市民市場発着の「秋田市名所巡り
ツアー」の実施や、アゴラ広場でのイベント及
びイベントショーも開催し、多くの方に来場し
ていただくことができました。ご協力くださっ
た方や地域の方々におかれましては、ご理解と
ご協力をいただき誠に感謝申し上げます。

２．本校のビジネス実践の内容
　「ビジネス実践」は学校全体を模擬会社に見
立てて商品開発や販売、地域貢献活動などを行
いながらビジネスを体験的に学ぶ活動です。
活動の目的は、「主体的に考え、地域に貢献で
きる意欲と知識をもった生徒の育成」です。そ
のために、仲間、学校外の人々、自然とのつな
がりを意識して活動しています。そして学習を
通して前に踏み出す力、考え抜く力、チームで
働く力を身につけた社会人の育成を目指してい
ます。

３．ＡＫＩＳＨＯＰの班構成
広報課１班
ポスター制作、活動風景・開発商品の写真
撮影
広報課２班
フリーペーパー、ラジオ、テレビ、広報な
どでのＰＲ活動
ＣＭ班
ＣＭ制作、ビジネス実践の活動をＨＰに
アップロード
イベント課１班
秋田の良さを伝えるイベントの企画
イベント課２班
地域活性化につながるイベントの企画
イベント課３班
おもてなしができるイベントの企画
地域貢献課観光班
秋田のビジネスを考えたツアープランの提
供
地域貢献課地域経済班
商店街や他校などと連携した地元の活性化
に向けた活動
地域貢献課地元生産者班
地元の生産者の思いに共感した商品開発
開発課総菜班・菓子班
年齢層や生活スタイルなどの違いを意識し
た、ターゲットを明確にした商品開発
開発課ギフト班
アレルギー対応、ユニバーサルデザインを
意識した商品開発

ビジネス実践① AKISHOP

ビジネス実践『ＡＫＩＳＨＯＰ』
ＡＫＩＳＨＯＰ担当　大久保　　　薫
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地元生産者班　圃場訪問

ガイダンスの様子

４．年間活動計画
　４月
　・ガイダンス
　・生徒・職員への希望班調査
　・本校教員による講話「秋田の現状を知る」
　・本校教員による講話「商品開発の基礎」
　・所属班の発表と連携企業への挨拶
　５～６月
　・活動計画の立案と企画書の作成
　・調査、商品開発、企業交渉
　７～８月
　・試作品の受け取り、写真撮影
　９月
　・チラシデータの校正
　・商品完成、商品名・価格の最終確認
　１０月
　・広報活動、出店準備、出店、決算報告
　１１～１２月
　・まとめ、活動報告会準備
　１月
　・活動報告会

ギフト１班　販売実習の様子

総菜１班　商品開発に向けて
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５．感染症予防対策
　ＡＫＩＳＨＯＰ当日のために考えた感染症予
防対策は、政府や県の対策資料を参考にしたこ
とはもとより、生徒が他店舗での対策を調査し
たり、株式会社ダスキンの専門家の方から検証
していただいたりしながら作成しました。
　３会場が屋外実施のため、校内からは飛沫防
止パネル、フェイスシールド、ゴム手袋の必要
性などに疑問の声がありましたが、飛沫防止パ
ネルはお客様との距離を保つ上で、屋内外問わ
ずあった方がよいこと、フェイスシールドは対
お客様というよりは、販売者の距離が保てない
時に有効であること、ゴム手袋は着用の上で手
洗いと消毒をし、使用後は廃棄できることや、
肌荒れも予防ができることなどから、
有効であることが確認できました。

項　　目 内　　　容

飛沫感染対策
・フェイスシールド着用
・飛沫防止パネル設置

感 染 対 策
・不織布マスク、ゴム手
袋着用

・除菌シート配布

接触感染対策 ・手指消毒剤設置

ソーシャルディスタンス
・参加生徒の少人数交代
制

・会場配置の見直し

来 場 者 へ の
対 策 依 頼

・チラシ掲載
・ＰＯＰ掲示
・協力団体への健康調査
依頼

接 客 の 工 夫

・試食の禁止
・非接触の徹底
・生徒や職員の健康状態
の確認

・爪を切る、髪をまとめ
る、エプロン着用など
の身支度や手指消毒の
徹底

・店舗や使用道具の除菌

地元生産者班　ポスター

イベント３班企画　竿灯演目

活動報告会の様子
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６．おわりに
  コロナ禍において、アパレル・ホテル・飲食
店などの流通サービスの業種では、販売員が対
面による接客をしないことで、顧客の満足度を
高めるというおもてなし「おもてなさない」と
いう非接客方式も生まれています。生活スタイ
ルや経済、社会のあり方までが大きく変容して
います。
　ＡＫＩＳＨＯＰを開催することへの不安があ
る中、会場にたくさんのお客様が来ていただけ

たことや、新聞、ニュース、ラジオなどの様々
なメディアで取り上げていただけたこと、その
中で「地域活性化のために続けてほしい」とい
うお声をいただけたことは生徒と教職員の大き
な励みとなりました。
　来場者へのアンケート「２．来場理由」から
は、来場者のうち「家族・知人」の割合は３割
程度であり、４割が「偶然」、３割が「宣伝や
秋商ファン」による来客であることがわかりま
した。このことから、「ＡＫＩＳＨＯＰは保護
者の来場で成り立っているのでは」という不安
を払拭することができました。市中の消費者を
獲得しやすい駅前での実施は適切な選択肢の１
つであることや、３割の「来たくて来場した人
たち」の存在を確認できました。
　また、「８．ＡＫＩＳＨＯＰでよいと思った
ところ」という項目では約５割が「接客」でし
た。ビジネスを学ぶ生徒として、より洗練され
た接客応対ができるように学習してきた結果が
表れていると思います。今後はさらに磨かれた
ビジネス実践の場とするために何をすべきかを
生徒も教職員も考えていかなければなりませ
ん。多くの人に支えられて実施できていること
へ感謝するとともに、本校のビジネス実践が今
後も発展し続けることを願っています。

佐藤養助　秋田店調査

ＭＡＲＹＱＵＡＮＴ　秋田ＯＰＡ店調査

株式会社ダスキンによる検証
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７．来場者へのアンケート結果
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　今年度で、キッズビジネスタウンがスタート
して１４年目となった。令和２年度は、コロナ
ウィルス感染症の拡大により中止となってお
り、今年度は参加関係者の健康・安全面を考慮
して小学生の参加を中止し、本校１年生を小学
生役として実施することとなった。

１．キッズビジネスタウンの目的
　キッズビジネスタウンとは、小学生以下の子
ども達が市民となり、「みなで働き、学び、遊
ぶことで、ともに協力しながら街を運営し、社
会の仕組みを学ぶ」教育プログラムである。小
学生が模擬的に設定された街で、市民としてハ
ローワークに行って仕事を探し、実際に働いて
給料を得て、その給料で買い物を体験する教育
的行事である。
　本校生徒はキッズビジネスタウンの企画・運
営を行う。当日は社長として子ども達の先頭に
立って模擬店舗での販売などを一緒に行い、子
ども達に「社会の仕組み」や「ビジネスの仕組
み」を教えることを通して、学びを深めること
ができる。企画や運営を通して教えることの難
しさや、ビジネスに必要な知識を客観的な視点
から知ることができるものである。
　このような活動を通して、ビジネス実践全体
の目標である「前に踏み出す力」「考え抜く
力」「チームで働く力」を体得し、社会人基礎
力を育てることを目的としている。

２．令和３年度の活動
　今年度は、１０月１５日（金）に勝平小・出
戸小を対象に、１６日（土）に一般参加者を対
象に開催を計画していたが、コロナウイルス感
染症が若い世代にも拡大している状況をふま
え、開催を中止とした。しかし、準備は計画ど
おり進んでおり、実施方法を検討した結果、本
校１年生を小学生役として実施することとし
た。また、今年度からビジネス実践の活動の振
り返りの時間が増え、報告会が１月になったた

め、参加できなかった小学生に活動の内容を伝
えられるように、ホームーページを作成し、活
動の振り返りと紹介ができるようにした。
　２・３年生の希望者は３０名で、以下のよう
に活動した。（※は中止）１年生は、小学生役
と各店舗従業員として当日の活動に参加した。

　⑴　スケジュール
　　　　　５月：ガイダンス、基礎学習
　　　　　６月：店舗の模索、決定
　　　　　　　　求人票、マニュアルの作成
　　　７・８月：企業への研修、交渉等
　　　　　９月：求人票、マニュアルの完成
　　　　　　　　※勝平小・出戸小への説明
　　　　１０月：店舗準備、１年生へ指導、
　　　　　　　　本番、会計処理
　　　　１１月：振り返りと反省
　　　　　　　　ホームページ作成
　　　　　１月：ホームーページ公開
　　　　　　　　報告会の実施

　⑵　今年度の開設店舗（２９店舗）
分　類 内　　　容

公 共 施 設
ハローワーク、銀行、税務
署、消防署、警察署、病院、
保健所

小 売 業 コンビニ、デパート、駄菓子
屋、スイーツショップ

サービス業

テレビ局、ラジオ局、体操教
室、音楽教室、清掃局、写真
館、新聞社、ゲームプログラ
マー

製 造 業

木工工房、手芸工房、ビーズ
アクセサリー屋、フラワーア
クセサリーショップ、手作り
マスクショップ、八橋人形店

飲 食 店 カレー屋、たこ焼き屋、ババ
ヘラ、稲庭うどん屋

ビジネス実践② キッズビジネスタウン

令和３年度キッズビジネスタウンの取り組み
キッズビジネスタウン担当　須　田　州　逸
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３．当日の様子
　１０月１６日（土）は、１年生６クラスを２
クラスずつ１時間ごとに時間を区切り、①小学
生（働く）②小学生（遊ぶ）③各店舗従業員の
３つの役割に分けて実施した。
　コロナウイルス感染症対策として、午前中の
みの実施とし、マスク着用とこまめな手指消
毒、換気やソーシャルディスタンスを考えた教
室配置と各店舗の運営、教職員による巡回指導
などを行った。生徒もコロナウイルス感染症が
拡大することに対してのリスクを理解してお
り、感染対策やキッズビジネスタウン運営の協
力など積極的に行っていた。おかげさまで、無
事に終えることができた。
　
４．実施上の成果と課題
　⑴　コロナウイルス感染症への対策
　昨年度に引き続き、今年度も小学生を対象と
した実施は感染拡大のリスクが高く、関係者へ
の影響が大きくなることから中止となった。今
後の状況も不透明なため、今年度のように実施
方法や対象を大きく変えていくことも検討して
いく必要があると感じた。昨年度中止になった
ことで、２年生のキッズ担当者は、どのような
活動かイメージできず、計画や準備を行うこと
になったため、今まで以上に指導が必要であっ
た。今年度のように、１年生だけでも実施する
ことで来年度以降も継続・改善等を行いながら
実施することにつながると考える。
　⑵　店舗経営
　ビジネス実践全体の目標である「考え抜く
力」といった面では、昨年に引き続き課題が残
る結果となった。
　様々な状況に対する見通しの甘さから、１年
生への指示不足、仕事の多い少ないに対応でき

ないなどの状況が多く見られた。事前にクレー
ムや運営上の問題点を考えさせるなど、業務マ
ニュアルの内容をさらに充実させることで店舗
経営の改善を図りたい。各店舗教員の助言やサ
ポートも必要となるため、キッズビジネスタウ
ン担当での情報共有も密にしていきたい。今年
度は八橋人形店といった地域に関係する店舗の
開設があった。各店舗の実施内容についても例
年通りではなく、工夫を継続できるような仕組
みを考える必要がある。
　今後は今年度の反省をもとに、商業高校生と
して学んだ専門性を活かし、より充実したキッ
ズビジネスタウンを展開できるようにしていき
たい。
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　今年度のエコロジカルビジネス班は、３年生
19名、２年生４名の合計23名で活動した。今年
もまた「一般社団法人あきた地球環境会議」に
協力していただき、環境問題について様々な角
度から考える機会を得ることができた。地球温
暖化の現状やエネルギー問題、SDGsについて
講師の方々からお話を聴いたり、グループに分
かれてアイデアを出し合う活動をしたりするこ
とによって、環境問題についての理解を深め
た。また、座学だけでなく、秋田杉の端材を利
用した木ハガキ作りや、秋田市内の再生可能エ
ネルギー施設(風力発電、太陽光発電)の見学と
いった体験を通して、生徒たちは資源のリサイ
クルやエネルギー問題のことをより身近なもの
として捉えることができたようだ。

　また、「気候変動対策×主権者教育プロジェ
クト」として、本校が取り組めるような温暖化
対策について各グループでアイデアを出し合
い、環境スクールマニフェストを作成した。今
年は諸事情により当初の計画が変更になってし
まい、1年生へ直接説明する機会を設けること
はできなかったが、各党のマニフェストを紙面
で提示し投票してもらった。この活動を通し
て、環境問題について、お互いに協力して解決
する必要性があることが理解できたと思う。
　AKISHOPでは、エコ箸作り講座、フリー
マーケット、ダリア配布の３つの班で活動し
た。前日のダリア園での準備の際は、雨模様で
大変な面もあったが、生徒達は少しでも良い状

態のダリアをお客様にお渡しできるようにと、
一生懸命作業にあたった。その甲斐あって、当
日は多くのお客様に喜ばれ、笑顔も生まれてい
た。また、箸作りの講師の方にも来ていただ
き、親子連れなどのお客様が訪れ、箸作り体験
を楽しんでいた。フリーマーケットでは、品物
の置き方や、値段の付け方など工夫し、お客様
への説明等も高校生らしく丁寧かつ爽やかに対
応することができた。
　エコロジカルビジネス班のこの一年間の活動
を通して、生徒達は、環境問題・エネルギー・
SDGsについて理解を深め、これからは社会の
一員として未来をよりよいものにしていく責任
が自分達にあるという自覚を持ったと思う。こ
の経験を活かし、世界で起こっている諸問題に
関心を持ち、身近なところから行動を起こして
いく、まさに“Think Globally, Act Locally.”を
実践する人になってくれることを期待してい
る。

ビジネス実践③ エコロジカルビジネス

エコロジカルビジネス班の活動
エコロジカルビジネス班担当　笠　原　光　子

再生可能エネルギー施設の見学

秋田杉の端材で木ハガキ作りを体験

AKISHOPにてダリアプレゼント
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Ⅰ　はじめに
１　校外研修について
　①センター研修

Ⅰ期 　６月２２日（火） 【開講式】中堅教諭等への期待
○質の高い授業研究を継続的に進めていくための方略
○学校の危機管理
○学校組織の一員として①－リーダーシップ－

Ⅱ期 　７月３０日（金） ○高い専門性に基づく教科指導の充実と推進

Ⅲ期 　８月２５日（水） ○気になる生徒の事例を通した具体的対応の理解
（所属校での自己研修）

Ⅳ期 １０月１４日（木） ○いじめの理解と対応
○人間としての在り方生き方を考える道徳教育
○学校全体で取り組む情報教育
○教育活動全体を通じたキャリア教育

Ⅴ期 　１月　７日（金） ○教育公務員の服務
○学校組織の一員として②－キャリアデザイン－
○これからの学校教育
【閉講式】中堅教諭等資質向上研修を終えるに当たって

　　Ⅰ期で中堅教諭は組織全体を理解し、指示を待つのではなく、自ら積極的に行動し、学校全体が
総合的に向上するように中核的な役割にあると伺い、今までと同じような立場ではいけないという
ことを自覚することができた。中核的な役割であるためには、学校の組織全体を理解することが第
一条件だと感じた。私は勤務校に関して把握してないことが多くあり、自分が所属している学年や
分掌だけではなく、より広い視野で学校全体を視なければならないと考えた。
　　また、阿部昇特別教授が仰っていた「内言の外言化」が特に印象に残っている。生徒にグループ
ワークをさせたり、周囲の人と話し合わせたりする機会を設けることがあるが、生徒同士の話し合
いをする前にまずは自分の中で意見をまとめることで、自分の意見を他者へ伝えやすくなることを
知った。秋田県の「学校教育の指針」にもあるように、この考え方が探究型授業の基礎となる過程
だと知ることがでた。
　　Ⅳ期では、いじめや道徳教育といった生徒理解にも学級経営にも欠かすことができないことを学
ぶことができた。特に、道徳教育に関しては高等学校の教員として働くようになってから研修する
ことが少なく、非常に勉強になった。選択研修で体験した自分以外の生き物に対しての思いやりも
道徳教育の一部だと思う。義務教育段階のことだと思っていたが、高校卒業後のことを考慮し、道
徳性を意識して生徒と関わっていかなければならない。昨今の高校生は幼いと感じることもあり、
高等学校にも道徳教育が必要になってきていると考えた。この研修を受講し、特定課題研究のテー
マを道徳教育にしようと考え、本校道徳教育推進委員長の今先生から指導・助言をいただいた。

センター研修Ａ講座

中堅教諭等資質向上研修を受講して
数学科　佐々木　絵　里
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　②選択研修
　　選択研修は、幼い頃から動物が好きで一度動物に関わる仕事に携わりたいという理由から秋田県
動物愛護センターで３日間研修を行った。センターでは犬猫の譲渡だけでなく、命を大切にする心
を育てる教室や販売・繁殖する業種への講習など知らない仕事が多くあった。殺処分される頭数で
はなく、センターへ預けられる頭数が0匹になることを目標にしていることを知り、動物に対して
真 に向き合う姿に私も生徒の思いやりの心を育てられる指導をしていきたいと考えた。動物も人
間も命の重さは変わらずお互いに思いやらなければいけないことを改めて学び、有意義な体験をす
ることができた。

　③授業研修
　　今年度、新型コロナウィルス感染拡大防止のため授業研修が中止になったため、Ⅱ期にセンター
で受講した高い専門性に基づく教科指導の充実と推進の内容をまとめた。
　一人につき自校で撮影した授業の説明・視聴30分、協議(ワークショップ)20分、指導助言5分とい
う内容の研修だった。指導・助言では本時に対するものや参加者全員へむけるものなどがあること
を教わった。同期の先生の授業を観ることで他校での取り組み方や授業の作り方など参考になるも
のが多く、今後の授業に取り入れていきたいと考えた。
　＜ワークショップ＞

２　これまでの10年を振り返って
　　この10年の間、初任者研修、授業力向上研修（3年研）、5年経験者研修、実践的指導力向上研修
（8年研）に加えて免許更新講習もあり、2年に1度は研修していたため研修するのが当たり前のよ
うに感じている。初めて教諭として赴任した五城目高校では、教諭としての仕事が楽しくて何事に
も前向きに取り組むことができていた。初めての担任として、生徒と真正面から向かい合った4年
間だった。担任として未熟な私を学年主任や学年部の先生がいつも支えてくれていた。そのおかげ
で、初めての進路指導も滞りなく行うことができ、無事に卒業させることができた。秋田商業高校
に赴任して県立校と市立校の違いに悩みながらも7年が経った。今まで勤務した学校は講師時代も
含めて9校あるが、秋田商業高校が最も長く勤務する学校になった。本校では学級経営や教科指導
に取り組む一方、実業高校に勤務したいと考えていたため、生徒と一緒に商業科目の資格取得に臨
むなど自教科以外のことにも挑戦してきた。
　　採用されてから11年目となった今年度、中堅教諭等資質向上研修が行われたが、コロナ禍という
ことでいくつかの研修が所属校で行われたり、授業研修が中止になったりするなど異例ずくめで
あった。4月に行われる予定であった連絡協議会も急遽中止になり、何をどう始めたらいいのか分
からぬまま過ごしたこともあり、研修の全てが後手に回ってしまったと感じている。しかし、周囲
の先生方の協力があり、研修を終えることができる。これまでのことを振り返ると何かあったとき
には必ず周囲の先生と協力して乗り越えてきた。これからも何かあったときには多くの先生と協力
し、組織的に対応していきたいと考えている。そして、研修で学んだことを今後の教育活動に活か
し、さらに意欲と向上心を持って取り組んでいきたい。
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１．日　時　令和３年９月３０日（木）１０：００～１６：１５（オンライン開催）

２．対　象　高等学校教諭１２名

３．目　標　学習指導要領の要点を押さえ、目標及び内容を具現化した授業づくりのための実践力を
養う。

４．内　容

　⑴　社会の変化等に対応した「各内容」の改善点について

　　①小・中・高の系統性

空間軸 時　　間　　軸

小 学 校 自己＋家庭 これまでの生活や現在の生活

中 学 校 自己＋家庭＋地域 これからの生活を展望した現在の生活

高 等 学 校 自己＋家庭＋地域＋社会 小・中学校に加えて生涯を見通した生活

　　②少子化の進展への対応

　　　・子育て支援についての理解や乳幼児と関わるための基礎的な技能について充実
（家庭基礎）　　　　

センター研修Ｂ講座①

高等学校家庭科授業の充実 
家庭科　佐々木　ひな子

Ａ　家族・家庭生活
Ｂ　衣食住の生活
Ｃ　消費生活・環境

小・中学校
Ａ　人の一生と家族・家庭及び福祉
Ｂ　衣食住の生活の自立と設計（家庭基礎）
　   衣食住の生活の科学の文化（家庭総合）
Ｃ　持続可能な消費生活・環境
Ｄ　ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動

高等学校

➡

育児不安や孤立感をもつ親や家族の増加が背景

　・社会全体で子育て支援をしていくことの重要
性の理解

　・集団保育施設等の特徴、役割の理解
　・子どもの福祉に関する理解

小学校は「幼児又は低学年の児童」、中学校は
「幼児」が対象。高校では「乳児」が加わる。

　→保育人形等を活用して抱き方、授乳、着替
えなどの方法を体験的に身に付ける。
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　　③高齢社会の進展への対応
　　　・高齢者の尊厳と介護についての理解（認知症含む）
　　　・生活支援に関する基礎的な技能について充実         （家庭基礎）

　　④食育の一層の推進、グローバル化への対応
　　　・和食、和服及び和室など、日本の伝統的な生活文化の継承・創造に関する内容の充実

　　⑤持続可能な社会の構築への対応
　　　・家計管理について理解することを明記
　　　・不足の事態に備えたリスク管理に関する内容の充実
　　　・消費者被害の未然防止に資する内容の充実
　　　・成年年齢の引き下げを踏まえ、消費者の権利と責任を自覚して行動できるよう契約の重要性

や消費者保護の仕組みに関する内容を充実

　⑵　主体的・対話的で深い学びを踏まえた授業改善

　　①基本の考え方

　　②どのような授業にしていくか？
　　　・自分の学びを振り返り、次の学びや生活に生かす力を育む授業に
　　　・一つ一つの知識がつながり、「わかった！」「おもしろい！」と思える授業に
　　　・見通しをもって、粘り強く取り組む力が身に付く授業に
　　　・周りの人たちと共に考え、学び、新しい発見や豊かな発想が生まれる授業に

　　③授業改善のポイント
この１時間で何ができるようになればよいのか、何が分かればよいかがはっき
り分かる表現のもの。                
→「～して、～しよう。」「～して、～ができるようになろう」
   （教師からの呼びかけ）※「○○について理解しよう」「○○を考えよう」
　　　　　　　　　　　　　は生徒が自己評価しづらいので不適切
その時間に解決すべきもの。
→「なぜ、～なのか？」「どうしたら～できるか？」「～とはなんだろう？」
　「○○は、～だろうか？」(問いの形で表現）

➡
子どもたちに「生きる力」を育む
目指すのは「何ができるようになるか」
大切なのは、「何を学ぶか」だけではない

そのために･･･
　■「主体的な学び」になっているか
　■「対話的な学び」になっているか
　■「深い学び」になっているか
　　という視点から、授業をよりよくしていく

・一汁三菜の献立構成
・おいしさの構成要素
｠（だし）

和服と洋服の構成（平面・
立体）と被服材料の違い

・各地に伝わる伝統的な衣文化
・床の間や畳、縁側、土間等の日本建
築の特徴
・気候風土に応じた各地域の家づくり

車椅子の操作、移動・移乗の介助、食事・着脱衣の介助

学習のめあて

学 習 課 題

状況に応じて
どちらを使っ
てもよい
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　　　　導 入 で は・・・「問題状況の把握」が重要
　　　　展 開 で は・・・「学び合い」によって、説明による構造化、多様な情報収集、関連付けに

よる知の創出を実現。「自由気ままな意見交換」は駄目。
　　　　まとめでは・・・ポイントは知識の確認（単元前半）、知識の関連付け・自己変容への気付

き（単元後半）

　⑶　身に付けた資質・能力の活用・発揮を意識した題材構成

　　①内容相互の関連
　　　例　一人暮らしの部屋探し（内容Ｂ「衣食住の生活の自立と設計」）
　　　　　　　　　　　　　　　　　＋
　　　　　賃貸借契約（内容Ｃ「持続可能な消費生活・環境」）

　　②小・中・高等学校の内容の系統性（学びのつながり）
　　　例　部屋探しの手順を知り、情報収集の注意点を見つける。
　　　　　→「オンライン内見」のデメリットを、小中学校で学んだ住生活の知識も活用しながら探す。

　　③高等学校家庭科の指導においてＩＣＴを活用する際のポイント
　　　・高等学校家庭科で育成を目指す資質・能力とＩＣＴ活用の関係性を理解する。
　　　・一連の学習過程の中での効果的なＩＣＴ活用の関係性を理解する。
　　　例　動画視聴、アンケート実施、ウェブ会議システムによる討論、個に応じた発展的学習資料

の提示、表計算ソフトによる調査結果の分析、プレゼンテーションソフトによる取組の発表

　⑷　学習評価

　　　学習評価における妥当性と信頼性を高めるには、具体的な評価規準が必要。
　　　→「本時の目標」の達成度を測る際には、ねらいにどれだけ迫ることができたかを具体的な評

価規準をもって生徒の変容（具体的な姿）として見取ることが求められる。

５．感想等

　　新学習指導要領において、家庭科（家庭基礎・家庭総合）の内容C「持続可能な消費生活・環
境」の中で「資産形成」について扱うことが追加され、話題となっている。

　　「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 家庭編」では上記のように記載されており、秋
田県では高等学校教育課程研究協議会や高等学校教育研究会家庭部会において計画的に研修を進
め、新課程の実施に備えてきた。
　　一部の人にとって、このことは「なぜ家庭科で教えるのか」といった疑問や驚きで捉えられたよ
うであり、「高校家庭科で投資を教える狙いとは  教員には戸惑いも」（毎日新聞）、「来春から高校
で必修の『金融教育』 教える先生『家庭科』に疑問」（SankeiBiz）といった気になる見出しととも
に報じられることも増えてきた。中には、「家庭科の教師の能力では無理。数学か公民の教師に教
えさせるべき。」のような偏見に基づいた論調の記事もある。そのような記事のほとんどにおいて、
新学習指導要領の基本理念である「社会に開かれた教育課程」については触れられていない。

家計管理については、収支バランスの重要性とともに、リスク管理も踏まえた家計管理の基
本について理解できるようにする。その際、生涯を見通した経済計画を立てるには、教育資
金、住宅取得、老後の備えの他にも、事故や病気、失業などリスクへの対応が必要であるこ
とを取り上げ、預貯金、民間保険、株式、債券、投資信託等の基本的な金融商品の特徴（メ
リット，デメリット）、資産形成の視点にも触れるようにする。
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　今年度、秋田市教育委員会指導主事等学校訪問の特定授業を計画するにあたり、学校教育の目標の
共有、地域の人的資源の活用、そして社会教育との連携という視点から、「勝平地区包括支援セン
ター シンシア」にご協力いただき、「認知症サポーター養成講座」を行った。介護支援専門員、保
健師といった高齢者の生活支援を行うプロが発信したことを学習指導要領との関連を図りながら学習
活動に取り入れるという作業を行い、授業と地域、社会を結びつけていくための教師としての力が
「社会に開かれた教育課程」の実現には不可欠であると改めて認識することができた。
　金融教育についても、すでに金融庁や金融機関等による講師の派遣や教材の提供が行われている。
学習指導要領において定められているのは、「金融商品の活用方法を学ばせ、資産を増やそうと仕向
けること」ではなく、「金融商品の特徴（メリット・デメリット）を学ばせ、資産形成にも目を向け
させること」であることをふまえながらこれらの資源を活用していくと考えれば、家庭科での金融教
育はそれほど憂慮すべきことではないと思う。
　中教審の答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」において、教職員は「主体的な学び
を支援する伴走者」と表現されている。本研修講座は、「良き伴走者」としてどのような力量が必要
なのか、そして具体的にこれから何をすべきか、改めて考える機会となった。

⑴　社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る
という目標を持ち、教育課程を介してその目標を社会と共有していくこと。
⑵　これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や世界に向き合い関わり合い、自ら
の人生を切り拓いていくために求められる資質・能力とは何かを、教育課程において明確
化し育んでいくこと。
⑶　教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を活用したり、放課後や土曜日等を
活用した社会教育との連携を図ったりし、学校教育を学校内に閉じずに、その目指すとこ
ろを社会と共有・連携しながら実現させること。

 「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び
必要な方策等について（中教審答申）」（平成28年12月21日）
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　本年度の「学校組織マネジメント研修講座」は６月２９日(火)はオンラインで、１１月１８日
(木)・１９日(金)は秋田県総合教育センターで以下のような目標、内容で開催された。

研修の目標
　学校組織マネジメントに関する内容や学校運営上の課題解決に向けての方策等について、主体的・
対話的に研修を深め、教育実践の中核を担う教員として資質向上を図る。

Ⅰ　本県の教育課題とミドルリーダーへの期待（講話）
　１　本県の教育課題
　　⑴　学習指導要領改訂（国の教育課題、方向性）
　　　　　子どもたちが生きる社会の変化と課題　　・急激な少子高齢化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・グローバル化の進展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・絶え間ない技術革新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・情報化の進展
　　　　　改訂の特徴を表すキーワード　　　　　・主体的・対話的で深い学び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・社会に開かれた教育課程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・カリキュラム・マネジメント
　　⑵　本県教育の話題、方向性
　　　　　本県教育において、全教育活動を通して取り組む、最重点の課題
　　　　　　①地域に根ざしたキャリア教育の充実
　　　　　　　　・キャリア教育のねらいの共有と成果の発信
　　　　　　　　・資質・能力の育成につながる体験活動の充実
　　　　　　　　・キャリア発達を一層促すための学校間・校種間連携の推進
　　　　　　②｠“「問い」を発する子ども”｠の育成
　　　　　　　　・様々な教育活動における意図的な手立ての工夫
　　　　　　　　・「秋田の探究型授業」の基本プロセスを機能させた授業づくりの充実
　　　　　　　　・「問い」を発するための基盤となる言語活動の充実
　　⑶　大量退職、大量採用時代の課題
　２　ミドルリーダーへの期待
　　⑴　ミドルリーダーの役割
　　　　　主任級教職員に期待される資質・能力
　　　　　　・使命感と責任感　・学校経営への参画意識と分掌の企画・運営
　　　　　　・学校を活性化させる建設的な提案、働きかけ　・同僚教職員の指導・育成
　　　　　　・地域や保護者との連携、外部との折衝　・授業力、学習指導要領の理解
　　　　　　・各種研修会への積極的な参加、研修会の企画・運営
　　　　　　・体験活動や教科横断的な視点からの学習活動の構想
　　　　　　・生徒、教職員とのコミュニケーション
　　　　　　・問題行動の未然防止につながる生徒指導の理解と実践
　　　　　　・自校種における道徳教育への理解
　　　　　　・危機管理意識、各種災害時の対応の理解

センター研修Ｂ講座②

学校組織マネジメント研修講座 
商業科　小　林　　　克
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　　⑵　ミドルリーダーに期待する取組
　　　　それぞれの立場から、教育目標の実現を目指し、校務分掌との関連を明確にし、具体的な施

策を提案すること

Ⅱ　学校組織マネジメントとミドルリーダーの果たす役割（講義・演習）
　１　学校組織マネジメントの必要性と背景　－個業から協働へ－
　２　学校組織マネジメントの着手ポイント
　３　学校組織とミドルリーダーの役割

Ⅲ　学校におけるリスクマネジメント（講義・協議）
　１　リスク、リスクマネジメントとは
　　　　◎リスクの概念　・安全を阻害する危険性のような“好ましくない影響”
　　　　　　　　　　　　・目的に対する不確かな影響“組織の目的達成を阻害するもの”
　２　学校に求められるリスクマネジメント
　３　リスクマネジメントの着手ポイント 

Ⅳ　社会に開かれた教育課程（講義・協議・演習）
　１【講義】社会に開かれた教育課程について
　　　　「協力」力を合わせて事に当たること
　　　　「連携」互いに連絡をとりながら物事を行うこと、手をたずさえて物事をすること
　　　　「協働」同じ目的のために、対等の立場で協力して共に働くこと

協力 ＜ 連携 ＜ 協働
　２【協議】学校と地域の連携・協働
　　　　・日本の教育の「強み」を更に分厚くするとともに「弱み」を補う可能性
　　　　・教員の多忙を解消するとともに、授業の質の向上に寄与する可能性
　　　　・ＡＩ時代を見据えた「社会に開かれた教育課程」を実現する上で欠かせない基盤
　３【演習（模擬熟議）】秋田県の子どもたちにどのように育ってほしいか？

Ⅴ　内外環境の把握による学校の特色づくりと課題解決策（講義・演習）
　１　学校組織マネジメント
　　　学校内外の能力や資源を開発・活用し、学校に関与する人たちのニーズと適応させながら、学
校教育目標を達成していく課程（活動）

　２　ＳＷＯＴ分析とは
　　　取り巻く環境を内部環境と外部環境に区分する。そして、内部環境である内部の経営資源を
「強み(Strength)」と「弱み(Weekness)」に分類し、外部環境を「機会(Opportunity)」と「脅
威(Threat)」に把握し分析する手法。

　３　ＳＷＯＴ分析を活用した特色づくりと問題解決
　　　ＳＷＯＴ分析した結果から、わが校の外部環境の支援的要因と内部環境の強みを生かした「特
色ある学校づくり」が可能となる。また、外部環境の阻害的要因と内部環境の弱みを克服する
「問題解決方策」も検討できる。

　４　リスト（演習を行うための様々なリスト）
　５　学校におけるＳＷＯＴ分析の進め方
　　⑴　外部環境
　　　・外部環境要因の「客観的な特徴や事実」の把握
　　　・「客観的な特徴や事実」が自校の経営に「支援的にはたらく場合」についての検討
　　　　どのような効果が得られているか（得られそうか）考える
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　　　・「客観的な特徴や事実」が自校の経営に「阻害的にはたらく場合」についての検討
　　　　　どのような状況が現れているか（危惧されるか）考える
　　⑵　内部環境
　　　・内部環境要因の「客観的な特徴や事実」の把握
　　　・「客観的な特徴や事実」が自校の経営に「強みとしてはたらく場合」についての検討
　　　　　どのような効果が得られているか（得られそうか）考える
　　　・「客観的な特徴や事実」が自校の経営に「弱みとしてはたらく場合」についての検討
　　　　　どのような状況が現れているか（危惧されるか）考える
　　※ＳＷＯＴにおけるクロス分析
　ａ【外部＋】×【内部＋】→特色づくり
　ｂ【外部＋】×【内部－】→外部の支援的要因で、内部の弱みを克服する
　ｃ【内部＋】×【外部－】→内部の強みを生かし、積極的に外部の阻害的要因の克服を試みる
　ｄ【内部－】×【外部－】→外部の阻害的要因と内部の弱みが結びつかないようにする
　　　　　　　　　　　　　　外部の阻害的要因や内部の弱みを読み替えてｂやｃをする
　６　演習

Ⅵ　学校の課題解決に向けた組織的な取組（協議・演習・発表）

おわりに
　本講座を通して、学校経営とは、教育事業体である学校において、学校づくりのビジョンと戦略を
設定し、その実現のために学校経営計画を策定して、ヒト、モノ、カネ、情報などの経営資源を調
達、運用して、それぞれの資源を機能させる組織をつくり、組織を通して意志決定を図り目標を達成
しようとする計画的で持続的な営為である、ということを学ぶことができた。
　また、内外環境をしっかりと把握することによって課題解決策を考え、特色ある学校を作っていく
ことは創立１００周年を経過した本校にとって重要なことでもあると感じた。
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１　期　日　令和３年６月10日（木）

２　研修の目標
　新学習指導要領の趣旨を生かした道徳教育について理解を深めるとともに，道徳教育の実践的な推
進力を身に付ける。

３　参加者
高等学校の道徳教育推進教師 19名

４　内 容
　⑴　道徳教育の今日的な課題と学習指導要領の改訂（講義・演習）
　　　　秋田県総合教育センター　　指導主事　　加藤　昌宏

　　　今日的な課題
　　　　与えられた正解のない社会状況
　　　　・グローバル化の進展
　　　　・情報通信技術など、科学技術の進歩
　　　　・かつてないスピードでの少子高齢化の進行

　　　　　⬇
　　　一人一人が、道徳的価値の自覚のもと、自ら感じ、考え、他者と対話し協働しながら、よりよ
い方向を目指す資質・能力を備えることが重要

　　　こうした資質・能力の育成に向け、道徳教育は大きな役割を果たす必要がある。

　　まとめ
　　　・小・中学校における道徳教育の方向性を確認し、とくに内容項目について理解する。
　　　・生徒に、よりよい人生を送るために、選択基準・判断基準をもたせる指導を意識して、道徳

教育の充実を図る。
　　　・学校全体で取り組むために、道徳教育全体計画の改善を図る。

　⑵　道徳教育推進のための取組（実践発表・協議）
　　　　秋田県立男鹿海洋高校　　教諭　　大山　香子
　　　　秋田県立秋田工業高校　　教諭　　湯沢　馨子

　⑶　道徳教育の推進体制の充実（講義・演習・協議）
　　　　秋田県総合教育センター　　指導主事　　加藤　昌宏

　　　道徳教育の充実に向けた具体的な取組についての協議では、新たな取組をやるのではなくて、
今ある取組を発展させるやり方で対応できる。具体的には、アンケートを活用し変化を見て分析

センター研修Ｂ講座③

高等学校道徳教育推進研修講座（オンライン）に参加して 
公民科　今　　　　　聡
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をすることや、道徳教育に関する中学校からの接続状況を確認すること、道徳の内容22項目の定
着を図るためにも指導案や各種行事の要項の中に入れる、などの意見が出された。

　　　各グループの協議内容を共有する時間では、ＳＮＳによるトラブル防止や仲間作りのためにも
道徳は重要だという意見が出た。現在はコミュニケーションを取ることが苦手な生徒が多いの
で、ソーシャルスキルを身につけることが道徳教育につながるという意見もあった。また道徳教
育全体計画については、先生方が分かりやすいものに作りかえる、計画自体を使いやすく分かり
やすいものに変え先生方に関心を持ってもらえる工夫をするなどの声があった。さらに、指導案
や要項の中に道徳の観点を入れ道徳教育を意識できるようにする、道徳教育をやっていることを
意識させる、などの意見が出た。

　　　道徳教育推進委員として、道徳教育をどこから実践できるかを考える、実際の取組の計画を立
てる、指導案や要項の中に道徳的な観点を入れるように呼びかける、などのことを実践できるよ
う努めていきたい。

５　おわりに
　　本校の道徳教育の推進について
　　　本校の道徳教育は裏面の道徳教育全体計画にもとづいて、各分掌・各教科で実施されている。
道徳計画は校訓である「感謝・勤勉・鍛錬」を軸につくられている。

　　　道徳教育は学校生活全般を通じてあらゆる場面で行われるものであり、道徳教育の目標を「高
い規範意識と他を思いやる豊かな心をもつ生徒の育成」とし、各教科・科目の授業の中や総合的
な探究の時間、学校行事、部活動など様々な学習の場で、教職員全員によって行われている。

　　　その中でも本校の特色としては、総合的な探究の時間に行われるビジネス実践の活動
（AKISHOP、キッズビジネスタウン、エコロジカルビジネス）を通じ、社会人としての基礎力
を身につけさせるため、①前に踏み出す力の育成、②考え抜く力の育成、③チームで働く力の育
成、の3点に力を入れている。

　　　今回の研修を受けて、中堅教諭等資質向上研修講座で道徳教育について研究した佐々木絵里先
生に協力してもらい、道徳教育全体計画を改良した。
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【日時・会場】
　日　時：令和３年８月１７日（火）　　会　場：秋田県総合教育センター

【概　　　要】
　①　windowsタブレットの活用
　　　新学習指導要領に基づき、資質・能力の三つの柱をバランス良く育成するため、教材・教具や
学習ツールの一つとしてICTを積極的に活用し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業
改善につなげることが重要となる。また、昨今の感染症や災害の発生により、臨時休業等が行わ
れる場合においても、ICTを活用した家庭学習により、児童生徒の学びの保障が可能になる点か
ら、一人一台端末を効果的に活用した教育を推進していく必要がある。

　②　実物投影機と電子黒板の活用
　　◯授業での導入例
　　　・タブレットで授業資料を作成する。文字入力のほかに、手書き入力を利用する。画像挿入や

色分けして、見やすい物を作成する。
　　　・データをグラフ化して提示する。
　　　・黒板、チョークの代わりにタブレットや電子黒板で説明する。
　　　・タブレットで写真や動画を撮影し、液晶TVやプロジェクタ、電子黒板に接続して教室全体

に提示する。
　　　・児童生徒のノートやプリントの記載を、タブレットで写真に撮り、写真上に手書き入力して

添削等する。その様子を表示装置で全体に提示する。
　　　・学習支援アプリ等を使用して、児童生徒のタブレットの画面を、教員タブレットで呼び出

し、表示装置で全体に提示する。
　　　・学習支援アプリ等を使用して、ネットワーク上で課題やワークシートを配布、回収する。
　　　・タブレットで授業シートを作成する。文字入力のほかに、手書き入力を利用する。撮影した

写真を挿入する。
　　　・データのグラフ化や、学習内容を図に示して授業ノートにまとめる。
　　　・学習支援アプリ等を使用して、ネットワーク上で授業ノートや課題、ワークシートを提出す

る。
　　　・作成した授業ノートを持ち寄り、グループで協議する。
　　　・グループで相談しながら、授業ノートを作成する。
　　　・タブレットと表示装置を接続して発表する。　　　　　　　　　　　　　　　など
　③　オンライン授業の進め方
　　◯ネットワーク上でのデータのやりとり（学習支援アプリを使わない方法）
　　　ⅰ．ネットワーク上の共有フォルダに課題を置き、生徒にデスクトップなどにコピーさせる。

センター研修Ｃ講座

授業における ICT活用（windows タブレット編）
商業科　佐　藤　　　大
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　　　ⅱ．生徒は自分のタブレットで課題を作成し、共有フォルダに提出（保存）する。
　　　ⅲ．提出されたシートを教師機に表示させ（スクリーンショットして画像にしても）電子黒板

等に投影させる。
　　　　※画像にすれば、教師機の画面上で書き込みをしながら全体に見せることができる。生徒の

課題を並べて比べることもできる。
　　◯オンラインでの授業について
　　　オンライン会議システムを利用し、学校（学級）が配信元となり、児童生徒個々のタブレット
と双方向でやりとりができる。ほぼ全機種向けに、zoom、meet、teams、webexなどがある。
学校向けに無料でできるものと有料のものがあるため、学校事情に合わせて活用することが望ま
しい。各システムで次のような特徴がある。

　　　・zoom
　　　　有料ではあるが、1対１の通信は無料で使用できる。メイン会場とサブ会場1カ所へのリモー

ト配信が有効である。細かな設定等も容易にできる。
　　　・meet
　　　　Googlechromeに標準装備。G　suite　for　education　を学校として無料で使用できる。設

定等はおおまかなものとなっている様子である。
　　　・teams
　　　　学校向けの無料サービスもある。Microsoft社のアプリが連動して使用できる。
　　　・webex
　　　　有料システムである。アプリをインストールしなくてもウェブサイト上で使用できる。
　④　オンライン授業の実践（機器接続方法やzoomの実践）
　　◯ビデオ撮影、zoomによる授業配信について
　　　ⅰ．講義をビデオ撮影する

　　　ⅱ．映像をキャプチャーし、PCに取り込む（USB入力の方が安定する様子である。）
　　　ⅲ．zoomを利用して「画面の共有」を行う。※参加者全員にチェックをする。
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　　◯zoomの機能のホワイトボードを使用する方法
　　　　ⅰ.zoom「画面の共有」をする。
　　　　ⅱ.zoom「ホワイトボード」を選択し、共有をタップする。

　　　　ⅲ.画面をタップし、ペン状のアイコンが表示されるとともに描画可能になる。
　　　　　　テキスト入力やマーカーなども入力可能である。

【ま　と　め】
　　令和3年度以降におけるICTを活用した教育は、今後ますます必要性が増していくことが予想さ
れる。ICTを利用することで他者やデータ同士の比較が容易であるとともに、学習過程の蓄積が可
能であるなどメリットが多い。タブレットや電子黒板の活用については学力向上のみならず、動機
付けのために利用したり、ヒントを与えて自力解決に繋げたりすることで、学習に対する理解が深
まると思われる。また、Society5.0で実現する社会において、ICT活用は必要不可欠であり、仮想
と現実を上手に利用することが求められる。なお、冒頭にもあるとおり、災害時・感染症等の蔓延
による自宅学習時における学びの保障を学校として行う必要があるため、教職員一人一人における
スキルアップや、実際にICT教材（タブレット端末、PC、zoomなど）に触れて、試してみること
で指導力を上げていかなければならない。
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令和３年度第69回東北六県商業教育研究大会
　全体会　自由発表　分野

コロナ禍での活動について
～ Zoomを活用したワークショップの実践～

商業科　秋　島　亜里紗
石　﨑　絵里香

Ⅰ　はじめに
　秋田県高等学校商業教育研究会、秋田県高等
学校教育研究会商業部会では、「マーケティン
グ・ビジネス経済部会」「会計部会」「ビジネ
ス情報部会」「総合的科目部会」の４つの研究
部会を設け、計３１校の会員校から１４５名の
教員が各部会にて研究テーマを設定し研究を
行っている。

Ⅱ　コロナ禍における本県の現状
　令和元年の冬以降、日本のみならず全世界に
急速に広まった新型コロナウイルス感染症によ
り、私たちの生活様式は今までとは異なる形を
求められるようになった。今まで当たり前に行
われてきた教育活動にもさまざまな制限が課さ
れるようになったことは、みなさんも約１年半
の間で実感してきたことと思う。
　学校活動においても多くの場面で行事が中止
となり、多くの制限が求められるようになる
中、就職試験や大学受験でもこれまでと同様の
対面形式の試験を行わず、Ｚｏｏｍ等のパソコ
ンやスマートフォンの端末利用による会議シス
テムを活用したオンライン面接が多く取り入れ
られるようになった。これらはコロナ禍の終息
後も活用する機会が増えると考えられる。新た
なアプリやサービスの活用などこれからの社会
の動向にいち早く対応し、将来を見据えながら
変化に対応していく力は、生徒に身に付けさせ
たい能力であるとともに、我々教員にも必要な
力であると日々感じさせられている。
　今後コロナ禍以前の状況に戻る日が来るのは
いつになるか分からない。しかし、どのような
状況下においても、生徒の学習活動を止めるこ
となく新たな活動を模索し続けることが重要で
あると考える。

Ⅲ　研究テーマの設定
　令和２年度、本県の商業教育に関する活動も
軒並み中止となった中、本校主催で行う「商業
科リーダーズキャンプ」についても中止が検討
された。しかし、企業で在宅勤務の推奨からさ
まざまなソフトウェアを利用したオンライン会
議が注目されるようになってきており、ｗｉｔ
ｈコロナの流れにいち早く乗り出し、オンライ
ン形式でリーダーズキャンプを実施すること
で、生徒たちが実社会に通用する即戦力として
使える知識・技術を習得することに繋がるので
はないかと考え、これを提案し、オンライン形
式で実施することになった。
　このことから、毎年本校を会場として実施し
ているリーダーズキャンプをオンライン形式で
実施することで、オンライン形式で実施する際
のシステム環境整備や通信等の確認、どのよう
な問題点が挙げられるか、生徒たちは他校との
交流や意見交換ができるのか、オンラインを活
用した取組のメリットデメリット等について検
証することにした。

Ⅳ　リーダーズキャンプの取組
１　リーダーズキャンプについて
　「リーダーズキャンプ」とは、秋田県商業教
育研究会の事業として毎年実施しているもので
ある。この事業では商業を学ぶ生徒が集まり、
秋田の課題等を話し合うことで交流を深め、生
徒自らが主体的に問題解決に取り組み、将来、
地元地域におけるリーダーとして活躍する人材
を育成することを目的として、例年１泊２日で
当番校の持ち回りにより県内にて行っている。

２　実施要項および詳細
　各校に配布した実施要項および詳細は次の通
りである。
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３　リーダーズキャンプ当日の様子
１２月２３日（水）１日目
　Ｚｏｏｍを利用して本校がホストとなり、ゲ
ストとして各校が参加している。４０分の利用
制限があるためこまめに休憩を挟むこととし、
その度に接続を切り、時間になったら再び接続
してもらう形式をとった。１日目の流れと内容
は以下の通りである。

○開会式
　前日まで接続・操作確認を行っていたため、
各校トラブルなく開始することができた。発言
や質問する際には挙手機能を使うことなどを確
認した。

○講師紹介
　講師紹介後、講師の先生方によるディス
カッョンをして頂いた。その内容を聞き今回の
テーマに繋がる秋田県の課題や将来どのような
取り組みをしてみたいかについて考えさせた。

○ミッション内容の説明
　今年度のテーマを「秋田県Ｕターンプロジェ
クト」と題し、高校生のアイディアや意見をま
とめ、秋田県に提案することに決定した。
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 ○ワークショップ①～④
　各校でＵターンプロジェクトを考え、討議を
行った。４０分のワークショップ終了前に各校
で話し合いの結果を全チームで共有する時間を
設けたことで、新たなヒントを得るなど間延び
せず実施できた。

○１日目閉会
　現時点での各チームの意見を集約し発表させ
た。翌日までに各校で発表の練習として使用す
るクイズ形式のスライド作成を行うよう連絡し
た。閉会後も各校で交流する様子が見られた。

１２月２４日（木）２日目
　２日目も接続に大きなトラブルはなく開始す
ることができた。
２日目の流れと内容は以下の通りである。
○発表リハーサル

　各チームでクイズを出題し、交流を図るとと
もに発表の練習を行った。前日まで少しぎこち
ないやりとりだった生徒たちも、この交流を通
じて互いにコミュニケーションを図ろうと努力
する様子が見られた。

○各チーム発表
　１チーム５分以内の時間制限を設け、オンラ
インスライドで発表を行った。中には他チーム
の意見を板書してまとめるチームもあった。

○意見交換
　ここでは司会役の教員が主導で話し合わせる
のではなく、質問がある場合は挙手機能を用い
て発言するなど生徒同士での話し合いの時間を
大切にし、極力見守る形式をとった。
○ワークショップ⑤
　これまでの発表や意見交換をもとに、秋田県
へ提案する意見のまとめを行った。この時間で
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意見がまとまらなかったため、終了後、生徒達
が自主的に声を掛け合い、後日時間を設定して
意見をまとめた。

○閉会式
　講師の先生方から講評を頂いた後、本校卒業
生で現在シンガーソングライターとして活動し
ている柴田暢氏に講演して頂いた。

４　事後アンケート
　リーダーズキャンプ実施終了後、参加校に教
員向けと生徒向けのアンケートを作成し、回答
してもらった。内容は以下の通りである。

１）教員向け
①Ｚｏｏｍを利用しての研修についての感想等
・事前の予行でＺｏｏｍの設定の仕方を教わっ
ていたのでよかった。
・Ｚｏｏｍの操作方法は作業を進めながら説明
があり、教員よりも生徒達の方が理解が早
かった。
・スピーカーがパソコンのものだったので、複
数人での会話をすると内容が聞き取れなくな
り、会話は２～３名だと厳しいと感じた。
・４人のグループとしたが、Ｚｏｏｍ画面の他
にパソコンで調べたりまとめたりすることも
必要で、人数分＋１台（Ｚｏｏｍ操作用）の
パソコンが必要だと感じた。
・本校は進路指導の個室で行ったが、ＰＣルー
ムで行った方が良いと思った。
②研修内容についての感想、意見
・今回初めての試みであったが、これからどん
どん増えていく形式だと思ったので、時期的に
はとてもタイムリーな研修だった。（実施方法
もテーマも）
・宿泊をしない分、会議後の資料作成の時間確
保は難しかったので、研修テーマを事前に教

えてもらえるとある程度の下準備もでき、会
話も充実できたと思う。

２）生徒向け
③Ｚｏｏｍを利用しての研修についての生徒の
感想
・初めてのＺｏｏｍ会議で、これからオンライ
ンの機会が増えると思うのでとても良い経験
になりました。

・「Ｇｏｏｄ」のような反応の機能があって、
反応を示しやすく確認しやすかった。

・機能がたくさんあることを知ったが、やはり
対面で話さないと伝わらないこともあると感
じた。

・秋田県の将来について改めて深く考えること
ができた。

④研修内容についての生徒の感想、意見
・秋田県から県外へ行った人をどうやってリ
ターンさせられるか具体的な案を考え、他校
の生徒と討論することができて良かった。

・Ａターン、Ｉターンなどの今の秋田県の課題
について、将来を担う自分たちが討論できた
ことは良い経験でした。

・後半は意見交換が活発になった。自分たちの
考えていないことを同じ高校生として知るこ
とができてよかった。

３）その他自由記述
・「言葉」だけではなく「行動」に移せる大人
になって行きたいと思いました。

・今回の会議の話し合いで、「次回」を設定す
るとのことになりましたが、次回はもっと意
見を出せるようにしていきたいです。

・他校の人と交流できて良かった。
・パソコン１台だけで会議と資料を作成するの
は無理だと思った。

・資料をまとめるパソコンがそばに欲しかっ
た。

５　秋田県への提言
　令和３年３月２３日（火）、参加校代表とし
て本校の３年生３人と商業科主任が、秋田県移
住・定住促進課の杉田氏にリーダーズキャンプ
にてまとめたプレゼンテーションの提言を行っ
た。実際に秋田県庁へ出向いて行う予定だった
が、これも新型コロナウイルス感染拡大防止の
観点からオンラインによる実施となった。秋田
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県の担当者から「高校生が秋田県の課題に目を
向け、解決策を考えてくれる活動はとても嬉し
い、今後もぜひ継続した活動をお願いしたい」
とお褒めの言葉を頂いた。ただ、プレゼンした
内容について、すでに秋田県でＡターンを推進
するために作成したサイト「ＫＯＣＣＨＡＫ
Ｅ！」の運用にあたり、セキュリティの問題な
ど、ＳＮＳの運用に関する新たな課題もあると
のお話もあった。
　秋田県へ提言したプレゼンテーションは次の
通りである。

Ⅴ　結果と考察
　オンライン形式で実施する際のメリットとし
ては、移動や宿泊といった拘束時間が短縮さ
れ、参加へのハードルが下がった点が挙げられ
る。また、通常の教育活動を行いつつ参加でき
るのは本来のあり方であると考えられる。生徒
が安全に参加できるので、これからの可能性が
広がると感じた。オンラインによる意見交換に
ついては、生徒たちは挙手機能やスタンプ機能
を駆使することで予想以上にスムーズな話し合
いを行っていた。
デメリットとしては、機材や環境面の整備があ
げられる。各校ともにＺｏｏｍへの接続は初め
てだったため、接続テストを行っていても、主
担当者によるミーティングＩＤ・パスコードの
伝達に戸惑う場面もあった。また、オンライン
でワークショップを行うにあたり、オンライン
接続用ＰＣの他に、作業用ＰＣの必要性を感じ
た。１校から複数の参加者がいる場合、1つの
部屋から複数のＰＣで参加する場合には、ＰＣ
のスピーカーでは音が割れたり、ハウリングし
てしまうため、ヘッドフォンとマイクの準備は
必要だと感じた。
本校ではオンライン接続用のＰＣが数台用意さ
れている。本事業を行うにあたってＰＣ室の教
師機数台にオンライン会議アプリケーションソ
フトをインストールした。今後はこれらを活用
し就職進学試験対応だけでなく、職員の研修等
に幅広く活用していく予定である。

Ⅵ　本県商業科のオンラインを活用した取組状
況（アンケート）

　令和３年度の総会にて、「コロナ禍における
リモートを活用した取り組みに関するアンケー
トのお願い」と題して県内の商業教育研究会に
加盟する高校にアンケートをお願いしたとこ
ろ、２１校から返答を頂くことができた。アン
ケート内容と集計結果は以下の通りである。
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①－①オンライン授業の実施状況について
　実施した学校が１校、今後実施予定の学校が
６校、今後も実施予定なしと答えた学校が１２
校、その他として今後検討すると答えた学校が
２校という結果となった。
　令和２年度にコロナ感染拡大防止のため休校
となったことがきっかけでオンライン授業を検
討する学校が増えたと考えられる。

①－②オンライン授業を実施した学校の実施
教科名、内容、良かった点と悪かった点につ
いて
　実施したと答えた湯沢翔北高校では、商業科
目の財務諸表Ⅰにおいて、財務諸表の作成の単
元で実施したとの報告があった。場所を気にせ
ず授業ができる点に良さを感じたものの、悪
かった点として、クロームブックが使えなかっ
たため電子掲示板での一斉授業形式となり、生
徒の表情が分からず対面のリアル感が無かった
点を挙げていた。

①－③今後実施予定のある学校について、実
施予定期日や教科の内容、生徒側が使用する
ソフトや端末について
　オンライン授業を今後実施する予定があると
答えた６校のうち、４校が今後コロナ感染拡大
による休校または自宅待機となった際にオンラ
イン授業を実施する予定があると答えた。残る
２校も今後のコロナ感染状況に応じて対応でき
るようテストランを行っていると答えている。
　実施予定の教科や内容については各校により
異なるものの、全教科を想定して準備している
学校が多く、使用する端末は県立高校で生徒に
配布されているクロームブックを使用すると答
えた学校が５校、スマホなどの生徒が所持する
端末を使用すると答えた学校が１校となった。
また、使用するソフトはｃｌａｓｓｒｏｏｍが
３校、ｍｅｅｔが２校、スタディサプリが１校
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となった。
　市立高校である本校ではまだ生徒１人に１台
端末を配布するところまでは至っていないが、
県内の公立高校ではすべての学校で端末が配布
されていると聞く。中には授業で常時使用して
いる学校もあり、それらを活用したオンライン
授業を予定している学校が多いことが分かる。

②―①進路におけるリモート試験の実施につ
いて
　昨年度、生徒の進路に関する試験がリモート
で実施された学校は１１校あり、そのうち６校
が進学関係、３校が就職関係、両方実施された
と答えた学校が２校あった。リモート試験を実
施した企業や大学の大半が県外であり、県内で
はこれまでと同様の対面での試験が多かった。
これは県をまたぐ移動の自粛が呼びかけられて
いたことが要因と考えられる。
試験はＺｏｏｍを使用した対面形式で行われ、

個人面接、集団面接、プレゼンテーションの実
施、口頭試問などの他、小論文や一般常識テス
トを時間内に行い、書類を郵送する形式の試験
を実施した進学先もあった。

②－②リモート試験について、良かった点と
悪かった点について
良かった点
・移動がないため、コロナ感染のリスクが抑え
られる。

・受験場所を自由に選択することができる。
・直接対面よりリラックスして受け答えができ
る。

・交通費がかからない。

悪かった点
・細かなニュアンスなどが伝わりにくい。
・試験がすぐに終了した。機材のセッティング
や準備が大変だった。（管理職から「学校で
やることではない」と理解を得られなかっ
た）

・接続が切れるなど回線の不具合があった。
・教室や機材の確保、接続準備など、教師の負
担が大きい。

・同日に複数の試験があり、試験に適した部屋
を用意することが難しかった。

トラブル事例
・途中で通信が途切れてしまった。
・Ｚｏｏｍの操作に戸惑った。
　多くの学校がＺｏｏｍなどのテレビ・Ｗｅｂ
会議ツールの利用に不慣れであること、リモー
ト試験に対応する環境設備を整えることから始
める必要があったことが想像できる。今年度も
リモートで試験を行う会社や進学先が複数ある
と予想されるため早急に環境設備を整える取り
組みが必要であると言える。

③リモートを活用した資格取得に関する取り
組みについて
　これまでの学校活動でリモートを活用した資
格取得講座や補習を行ったことがあるか質問し
たところ、２校から実施したことがあると回答
があった。
　大館国際情報学院高校では小論文講座を受講
し、コロナ禍でも一流講師の講座が受けられる
点に良さを感じたものの、どうしても通信速度
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にタイムラグが生じるなど通信が不安定な時が
あり不便さも感じたという。また、平成高校で
は公務員講座を受講し、生徒は直接指導を受け
るのと変わりなく落ち着いた様子で臨んでいた
と回答があった。今後もリモートを活用した専
門学校等の先生の講座が受けられる機会があれ
ば参加したいとのことであった。

Ⅶ　おわりに
　今回はコロナ禍におけるＺｏｏｍを活用した
リーダーズキャンプの取組について紹介した。
新型コロナウイルス感染症の影響によりこれま
でのように対面での活動が難しい日々が続く
中、今後もオンラインＷｅｂ会議システムツー
ル等を活用する場面が多く出てくるものと考え
られる。これらに関する知識や活用方法につい
て学ぶことも、これから商業を学ぶ生徒に必要
な力であり、実社会において即戦力として活躍
するために必要な技術や能力の一つとして身に
付けるべきものであると考える。今後も今回の
経験を生かし、生徒が活躍し自ら学ぶことがで
きる体験について研究を続けていきたい。
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令和３年度　研修対象者・研究会参加者一覧
【センター研修】
◎Ａ講座（基本研修講座）該当者全員が受講する研修

12　教職５年目研修講座（高等学校） 石﨑絵里香 ①6/11（自己研修）
②9/3（オンライン）

17　実践的指導力向上研修講座（高等学校8年目） 柴田佳代子
秋島亜里紗

①6/30　②8/17

19　実践的指導力向上研修講座（養護教諭8年目） 高橋　千里 ①6/24　②9/17

22　中堅教諭等資質向上研修講座（高等学校） 佐々木絵里 ①6/22　②7/30
③8/25（自己研修）
④10/14　⑤1/7

33　高等学校新任学年主任研修講座 伊藤　　史 ①5/14（中止）　②6/24

◎Ｂ講座（専門研修講座）学校割当てに基づいて受講する研修

07　高等学校家庭科授業の充実 佐々木ひな子 9/30

11　学校組織マネジメント研修講座 小林　　克 ①6/29　②11/18　③11/19

14　高等学校道徳教育推進研修講座 今　　　聡 6/10

◎Ｃ講座（専門研修講座）希望者が受講する研修

19B　授業におけるICT活用（Windowsタブレット編） 佐藤　　大 8/17

24B　高等学校情報科におけるプログラミングB 佐藤　　大 8/18

【新教育課程説明会】

総則 櫻田　洋子 8/3

国語 奥山　桃子 8/4

地歴・公民 今　　　聡 8/3

数学 河上　貴子 8/4

理科 髙田　冬深 8/3

保健体育 高橋　伸友 8/5

芸術（音楽） 鈴木　昌之 8/5

外国語 関屋さやか 8/5

情報 小林　　克 8/4

商業 柏谷亜紀子 8/4

【商業科】

第69回東北六県商業教育研究大会 秋島亜里紗
石﨑絵里香

９／２～３（紙面開催）

　※免許更新開始　　渡辺　淳一　　奥山　桃子　　船木　祐輔　　大久保　薫　　村井　良裕　　柴田佳代子
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研修部員から一言ずつ

　今年、授業公開週間の呼びかけの係をしました。先生方がお忙しい中、アピール授業をして
下さったり、参観して下さったりして、感謝の気持ちでいっぱいでした。授業の写真をとるの
も楽しい仕事でした。先生方、本当にありがとうございました。　　　　　　　　奥山　桃子

コロナ禍で、様々な学校行事や教育活動が中止になる中で、生徒に充実した学校生活を送って
もらうために、私たちが研修で得た知識や技術を生徒に還元出来るように努めていきたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柏谷　亜紀子

１年ぶりに研究集録に携わりました。ＩＣＴの活用、タブレット導入、そしてコロナ渦など、
いろいろな面で、変化を感じています。改めて、いろいろな研修を検討し、参加する機会を有
効に利用し、活かしていきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋田　　平

授業公開はかなり馴染んできたように感じます。私自身、多くの先生方の授業を見させていた
だき、大きな影響を受けています。特に他教科の授業は刺激となり、自分の教科に活かせる新
たなアプローチを提供していただきました。今後も続けていくことを願っています。

守屋　　大

新型コロナウィルスのせいで、昨年度の研修集録は薄かった。そのためか、最後まで読んでく
ださった先生方が多かったと伺っております。今年もコロナ渦ではありますが、多くの先生方
が校内外での研修に参加、活動され、例年並みのページ数になりました。研修でご苦労され、
研修集録の原稿を依頼されてご苦労された先生方の研修成果が、この一冊にまとめられており
ます。是非最後のページまでご覧いただき、お一人お一人の先生方が研修を深めてくださいま
すように。原稿を寄せていただいた先生方には、心より御礼申し上げます。ほんとうにありが
とうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸澤　　恵

編　集　後　記
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